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序 

「ノァ•ノァ J は、ゴオガンとその友シャルル•モオ リスの 共著で ある 0 
モォリスは、ゴォガンがタヒチの最初の旅から 巴 里に歸つて來た時( I 八九三)その 夕 
ヒチの作品を見て、 r 靈家の題材に關すろ文學的作品を作つたらどうだら うと 思つた」 とそ 
のゴォガン僂に書いてゐろ〇この計畫は、すぐゴォガンの同意を得た〇 そして、 モオ リス 
は詩を、ゴオガンは、タヒチ紀行、「腐敗した文明 人と、 素朴なブルゥタルな野蠻 人と を對 
照的に」書かうと考へた。. 

ゴオガンは、これを二度目のタヒチへの旅(一八九五 I 一九〇一 ) でも書き、その臨 
終の地ドミニィク(一九〇一—一九〇三)でも書いた。そして、最初は雜誌ルヴユ•ブ 
ランシユに掲載されたが、すぐ休載になり、出版會社の見つからぬ ま X モオ リスが自費出 
版した。 
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モオリスは、ゴォ ガンの* ^ t ?” (DI テ 4 ^を 見て詩を見出した。そして、その旅行記を讀ん 
で詩を書いた。若し、ゴオガンの紀行を、その「繪畫の題材に關す6文學的作品」とすれば、 
モォリスの 詩は、ゴオガンの繪畫"延いてはその「ノァ•ノア」の說明的詩歌と解して好 
いと思ふ。 

この翻譯につかつたジ•クレエ社の決定版には、モォリスの修正したゴオガンの紀行と、 
モォリス自身の詩が、交互に章を交へてゐろ。然し譯者は、そのモォリスの詩を全部除く 
事にした。それはただ、讀者 {E 身、ゴォガンの繪畫並びにその「ノア•ノア」のぅちから 
各々自分の詩を IL 出されるであらぅと思つたからである。 

タヒチの島は、ハワイの 南方、 怫領 ソサイヱ テイ 群島の中にあり、 南緯 一七度三 九、西 
經 一 四九度三〇の處にある。地圖に依れば、我が四國の三分の一にも及ばない島である。 

本文中に揷入した木版晝は、ゴオガンの畫をその友ダーーヱル•ド•モンフレが模寫して 


刻 


んだものだ。 


T •ノアはマオリイ語で、香氣ある、芳ばしい、さういふ意味に當 る。 


この譯書出版は、いつに高倉輝氏の好意に依る。此處に厚く御 |§を申し上ナ 60 
大正十五年八月 
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第一章 


•言ひ r : まへ、何を見 


?:まひしゃ？」 

シャルル•ボォドレ H ル(旅) 

六十三日間の變化あろ航海の後、私達 
は、六月八日の夜、海の彼方に稻妻のや 

ぅに開けた灯を認めた-その六十三日 

間、私は憧憬の土地に對して、堪ぇ難い 
待ち遠しさと、何とない苛々しさを感じ 
てゐた I 喑い空には、鋤形の黑い圆錐 
狀の山影が散つてゐろ。 
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船はモレアを廻り、タヒチが見えた。 

數時間の後、夜はほのほのと明け初めた。船は船首を金星の方に向けて、靜かに環礁に 
近寄りつ i パぺエテの水道に入つた。そして、何の船傷もなく波止揚に錠を下した。 

最初 見たところ" この小さな島には、何の不思議なところもな^^た。例へ ば、 リォ • 
デ•ジャネィロのすばらしい 港に較ぶべ くもない 。勿論私は、比較し ょうなどと いふ こと 
は考へすに、ぢつ とこの 島を見凝めてゐた〇それは、太古 ノアの 洪水に沈められた山の頂 
とも 見えた I その 昔、 僅かにその 頂 だけが水面に出てゐ た。そして、 あ6家族が、其處 
に脫れて來て生活の根をおろした。珊瑚はその新しい島を取りまき被うて蔓つた。次第に 
その家族は殖えて行つた。然し、その種族本來の孤獨な性格を、今も尙保つてゐ6。そし 
て、海のみが、その偉大さを高調す ろやうに 鳴つ てゐ 6。 

朝の十時頃、私は總督(黑人ラカスカアド)を訪ねた。彼は私を重要な地位にゐろ人間 
のやうに扱つてくれた。それは、私にはょくわからないが、フランス政府か私に依託した 
使命の爲だと思つた。 
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「藝術上」の使命、それがこの旅の目的だつた。然し、この言葉は、黑人 にとつて、政治 
的間牒と tpl じ意味だつた。私は、その誤りを解く爲に 、あらゆる 努力を 傾けた 〇然し 駄目 
だつた。彼を取り圍ん でゐる 人々も、皆彼の誤解をその ま ▲受けて ゐた〇 そして、 私の使 
命か何でもないもの’ たと 言つても、誰も 信じょぅとはしな かつこ0 

このパべヱテの生活は、すぐに私には m 荷になつて來た〇其處 は、私が脫れ て來たと信 
じてゐる歐洲に等しいのだ。.殖民地風の輕桃な空氣、滑稽に さへ 思 はれる 幼稚な奇怪な槙 
倣、それらの今も尙次第に增して行くやぅな_なのだ。私が、こんなに遠く、遙かに架し 
求めて來た土地ではなかつた。 

然し、或ろ社會上の事件が、私の興味を引いた。 

その頃、ボマ アレの 國王が頻死の病床にあつた 〇そして、 人々 は、毎日 毎日、 その悲し 
い 臨終を怖れ乍ら待つてゐた。歐洲から來た商人、官吏士官兵卒、 それ等の人達は、 やは 
り街に談笑したり歌つたりし續け てゐ た。然し、土人達は、 重苦しい樣子で 、宮殿の周圍 
に弊低く話し合つ てゐ た。波止揚では、紺青の海上を、 オレン ヂ色の帆を掛けた 數多の 沿 
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が、太腸に輝いて ゐる 環礁線の間を、いつもと違つて忙しさぅに度々往來してゐた。それ 
は、附近の島々の住民達だつた。.彼等は、國王の臨終に I 國王の死と共に、彼等の領土 
は、決定的にフランスから占領されて了ふのだ——居合はしたいと思つて、每日每日やつ 
て來るので あつた 〇旣 に、神の啓示が、彼等にその國王の死を吿げてゐたのだ。それは、 
國王の死の前には、每時も、日沒頃、決まつたやぅに、山の中腹に喑い線が現はれるから 
でぁ60 

國王は死んだ。そして、宮殿の誰でも見ぇる處に、立派な元帥服を着せて安置された Q 

私は、其處に皇后のゐるのを 見た。 その名はマァロゥと言 ふ。 彼女は國王の部屋を花や 
織物で飾つてゐた。ある公職の長官が、私に、葬式の裝飾を藝術的にしたいと言つて相談 
に來た。その時私は、何も言はずに、その皇后を指さした。彼女は"マォリィ族の立派な 
本能で、その周圍を潤してゐた。そして、彼女の觸れるもの總ては、藝術的な色彩を帶び 
てゐた。 

然し、その頃私は、まだこの種族を十分に理解してゐなかつた。私は、憧れて來た人間 
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や事物に裏切られ、—巴風の野卑 I 氣に嫌惡を感じる ばかりであつた。而 かも 私は、 
歐羅巴から輸人される不慕な無責任な諸々の素の下に、この蠢的震の固く持つて 
ゐるに違ひない彼等の眞實、美、卽國民性、 f 言つたものを見分けるためには 、まだ 上 
陸して間もないのだつた。 ある 程度迄、私は皆目だつた0 

だから私は、この旣に年老いた皇后を、まだ美しい處の殘つてゐる普通の鋪感な女位に 
しか思はなかつた。或は、そ s 日彼女は、その5中に流れ T — ユダ—の部分を、悲 
しみの餘りすつかり無くして了？ゐ§かも知れない。然し、其の後彼女を見た時、私 
は彼女にマォリ又特有の魅力を感じた。タヒチ人の血色が.まだその表に現はれてゐ 
た。この婦人にも、その祖先タチの I の名殘が、その兄弟や家族達と同じ T に、偉大 
な眞に威嚴 S ある性格を殘してゐた。彼女は、その底に、 f な同時に‘な、すばらし 
い彫刻的な霧を持つ5た。そ©腕は、寺院にある二本の圓柱の T に、圆々して墨 
だつた。そして、廣く膨れ上つた手首の處に終つてゐる〇 I ふと私は、「三位一豊 一の 偉 
大1形 I ひだした 程、 そ S ゆたか—つた。その眼は、 is 物を 急こ 
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照らし、 II ては燒き盡して了ふやうな情熱を、漠然と知らしてゐるやうに輝くことがあつ 
た。それは、この鳥自身嘗ては大洋の中から浮び上り、周圍の植物が、太陽の最初の輝き 
に花を開いたやうな輝きだつた。 

あらゆるタヒチ人は、黑い服を着た。そして二日間續けて、喪中の聖歌を唱ひ、死の歌 
を晛つた。それが私には、ソナタ•パテティクを聽くやうな氣がした。 

埋葬の日は來た。朝の六時、人々は「宮殿」を出た。軍隊と高官達は、黑服に白い兜を 
かぶつてゐた。土人達は、彼等特有の葬式の服を着てゐた。各區の土人達は、皆順序正し 
く進んだ。そして、各區の酋長は、皆フランスの旗を持つてゐた。是等の人々が、眞黑い 
大きな集團をなしてゐた。それは、やがてアルヱ區で. IK まつた。其處には、何とも言へな 
い記念碑が立つてゐた。そして、それが、周圍の雰圍氣と植物の裝飾に對して、痛ましい 
對照をなしてゐた。それは、セメントで結びつけられた珊瑚石の異形な塚である。黑人ラ 
カスカァドはその地方の土語で演說をした。それを通譯がマォリィ人の參列者に翻譯して 
聞かせた。それから•新敎の牧師が說敎をした。最後に、皇后の兄弟タチが答辭を述べた。 


13 


式はこれだけだつた。人々は散會した。役人達は、馬車に群がり乘つた……それは、何だ 
か、競爭から歸つて來るのを思はすやうだつた。 

數日前から深い悲しみに沈んでゐた民衆は、道に散つて行つた。そして、無頓着なフラ 
ンス人を中心にして、漸く笑ひ初めた。妻は夫の腕を捉り、尻を輕く振り乍ら、その大き 
な足で道の塵を卷き上げて、ファタナ川の邊に散つて行つた。そして、女達は、彼方此方 
の珊瑚礁に隱れて"そのスヵートを腰迄上げ、行列や暑さに疲れた足や腰を冷やした。こ 
んな風に身を淸めると、彼女達は胸を張り出してパべ H テの道を歸り初めた。モスリンの 
着物の下には、健康な若い動物のやうな柔軟性と艷やかさをもつた乳房が浮び上り、そこ 
には、二つの貝が附けられてゐた。そして、彼女達から、動物性と同時に植物性の混り合 
つた香りが、あたりに散つてゐた。それは、彼女達の血の香であり、髮に差して ゐろくち 

なしの花の香であつた。- Teine merahi noanoa -今が、一番香の好い時だ。さう彼女 

達は、言つてゐた。 

こんなにして、總ての事はまた常態に歸つた。もう國王はなくなつた。國王と共に、古 
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代の習 ft や偉大さの最後の跡は消ぇて了つた。國王と共に、マォリィの傳統は亡びて了つ 
た。何事も總て皆終つて了つた。文明が、さうだ！烏合の兵、交易"繁文縟禮が、勝利を 
占めたのだ。 

深い悲哀が私の心を襲うて來た。.こんなに遠く來ながら，自分の逃げて來た土地と同じ 
やうなものを、 また此處でも 見ょうとは！ タヒチに抱いてゐた私の夢は、現實に依つて、 
殘酷に裏切られて了つた。私の愛したのは、昔のタヒチだ。然し私は、それがすつかり亡 
びて 了 ひ、この 見事な民族が古代の輝きを少しも持つてゐないなどと考へて了ふことは出 
來なかつた。然し、遙かに遠い神祕な過去の跡がま’たこの國に殘つてゐるとすれば、只獨 
り、何の手引 も 何の根據もなしに、如何してそれ等を發見すれば好いのだらうか？消ぇた 
火を再び搔きおこし、すつ かり灰になつた中から、もう一度火を燃やすのだ . 

どんなに悲觀してゐても私は探索を試みもせす、殊に、知り得ない儘にこの國を去つて 
了 ふやうなことは 出來なかつた。私は、間もなく決心を新にした。 

パべヱテを去れば、私は、歐羅巴の中心から遠ざかることになる。私は、荒涼たる原野 
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に"土人と共に、彼等と同じやうな全然自然の生活をすれば、忍耐に依つて、彼等の疑ひ 
を晴らし得るだらうと考へた。 

I 人の憲兵が、喜んでその馬車と馬を貸してくれた。或ろ朝、私は私の小舍を探しに出 
かけて行つた。 

私の女は、私に附いて來た。-その名をチチと言ふ。半ば以上英國人で、少しばかり 

フランス語を識つてゐた。その日彼女は、一番の晴着を着てゐた I °そして、マオリィの習 
惯に從つて、耳に花を附け、自分で編んだ藤の帽子をかぶつて、麥靈製の花リボンの上に 
は、 オレンヂ色の貝殼の飾りを 附 けてゐた。その肩には、眞黑な髪の毛が垂れ下つてゐる. 0 , 
彼女は、馬車に乘ることを得意がり、綺麗な風をしてゐるのを得意がつてゐた。そして、 
彼女が金持の高官だと信じてゐる男の女であるといふ事を、ひどく威張つ T ゐるやうだつ 
た。こんな風に、彼女は心から喜んでゐた。而かも、かうした尊大な樣子は、この種族の 
顔に現はれろ壯巖な樣子を、少しも馬鹿らしくはしてゐなかつた。彼等は、その封建制度 
の古い歴史と、偉大なる酋長の古き名殘とから、この消ぇて行かない自尊心の習惯を傳へ 
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持つてゐるのだ。 

私は、彼等の利害の念に利い戀愛は、純粹の歐羅巴人には、佛蘭西で金で買へる女から 
受ける享樂のやぅなしつくりした味のない事を知つてゐた。然し私は、そこにもつと外の 
ものを感じた。それは、この眼や口は、決して盛言を吐くことが出來ないと言ふ事だ。あ 
らゆるタヒチの女達にあつては、戀愛は、損德に拘はらず常に r 戀愛」である程、生命懸 
けであり、本質的である。 

さて、道はずつと早く過ぎて行つた。取留めもない雜談が續き、外には眾調なまた豐か 
な景色が展開された。右手は常に海で、珊瑚礁ゃ渺々たる水面が擴がつて、時々、波がは 
げしく岩に碎けて大きな水煙を立て i ゐた。 

正午頃、私達は、四十五轩來て、マタィア區に着いた。 

私は、その邊を步き廻つた。そして、かなり綺鼹な小舍を見付けた。その持ち主は、そ 
の小舍を賃貸しにしてくれる事になつた。彼は、そのつい近くに、自分の住む家を建て X 
ゐるのだつた。 
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翌日の夕方、パぺエテに歸つて來ると、チチは、自分も！緖に連れて行つて くれる氣な 
のか、そんな事を訊いた。 

「もつとしてからだ。-四五日してから、俺が落ち着いてからだ」 

私は、この半白人の女は、あらゆる歐洲人との接觸の爲 に、 自分の種族を 忘れ、 その 白 
人との差違を無くして了つて、私の知りたい と 思つてゐる事を何も敎へて吳れ ないだら う 
と思つてゐた。.だから私は考へた。もつと内部に入つて、 m 舎の方へ行けば、自分の求め 
てゐる人間を見つけられるだら う 〇そして、た V * 面倒でも選び出し さへ すれば 好、 f んご〇 
而かも、 ffl 舍は町ぢやないんだから…… 

數日前から私は、少し病氣に罹つて <5 た. 0 その冬パリで感染した氣管支 炎が、いまだに 
直つてゐなかつたのだ。だから私は、 ロハ |人でパべ ヱテにゐる〇 さうだ！ 辛棒し ょう、間 
もな くあの四十五籽の處へ行けろんだ0 
「la orana Gauguin . ごめんなさい〇ゴォガン」 

かう言つて、私の部屋を訪ねて來たのは王女だつた。私は、腰にパレォを卷 いたきり で、 
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床の上に横になつてゐた。か 5 した上流の婦人を迎へるには、全くふさはしくない不行儀 
な樣子だつた。 

「御病氣ですの」と彼女は言つた。「お眼にか X りに來ました」 

「お名前は？」私は彼女に言つた。 

「ヴアイチユア J 

ヴァイチユァは、歐羅巴人がこの國の階級をすつかり破壤してからも、尙存在してゐる 
眞の王女だつた。然し、此處へ來てゐる彼女は"やはり跣足だ。そして、耳には花を着け 
て、黑い服を着てゐる。彼女は此の間死んだ叔父ポマァレ王の喪に服してゐるのだ。その 
父タマトァは、歐羅巴人との交際や、將軍としての待遇があるにも拘はらず"怒つた時に 
は巨人のやうに人を撲つて、恐ろしき怪物の供物とするマオリィの一王族として、滿足し 
てゐるやうな人だつた。 

ヴァィチユァは、その父にょく似てゐ6といふ曝^つた0 

私は、白帽子をかぶつてこの島に上陸するあらゆる歐羅巴人のやうに"この昔の權勢を 
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失つて了つた王女をぢろぢろ見廻はした。その疑ひ深さうな唇の上には、微笑が浮んでゐ 
た〇然し私は、禮儀を失して はならないと 思つた。そして、 

「ょく來てくれました。一緖にアブサンでも飮みませう」と言つた。 

私は、つい近頃買つて來て置いた瓶を指した。 

彼女は冷淡に、然しひどく素直にその方へ步いて行つた。.そして、蹲んで瓶を取つ た。 
彼女の透明な輕い着物は、その腰にぴつたり着いた。その腰は、確かに、この地球をも支 
へ得る程がつしりしてゐる。而かも彼女は、何の疑ふ餘地もなく王女である。その祖先は 
? —— 彼女の祖先は、勇猛にして偉大なる巨人達であつた。彼女の巖丈な肩の上には、 頭 
がしつかりくつついてゐる。ふと私は、その食人の顎、喰ひ荒さうとしてゐるやうな齒、 
それから動物的な狡猾さに燃ぇてゐる眼、そんなものだけしか見ぇないやうな氣がした。 
だから私は、非常に綺麗な、而かも高尙な額を持つてゐるにも拘はらず、この女が全く 醜 
く思はれた。殊に、若しも彼女が、この私の床の上に坐りにでも來ょうものなら、忽ちこ 
の輕い細工品は、我々二人を支へる事は出來ないに違ひない〇處が、事實彼女は、このべ 
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ッドの上に腰を下したのだ。-ベッドは、メリメリと音を立てた事は勿論だ。 

私達は、酒を飮み乍ら話し合つた。然し、お互に言葉がょく通じなかつた。度々沈默が 
續いた。私は彼女を觀察した。彼女は私をぢろぢろ 見た。 然し、酒だけは汲み合は した。 
……ヴァィチユァはしつかり飮んだ。太陽は、早く傾いて行つた。ヴァィチユァは、タヒ 
チの煙草をふかし乍ら、床の上に寢そべつた。その二本の跣足の足先は、まるで勇猛な虎 
の舌のやうに、ベッドの端の木を撫で廻はしてゐた〇彼女の顔は、不思議に柔らいで生き 
生きして來た〇私は、恐ろしい慾情に思ひ耽つてゐる猫の唸きを聞くやうな氣がした。男 
といふ者は、氣の變り易いもんだ！この時私は、彼女を美しいと思つたのである。すばら 
しく美しいと思つ た。 そして、彼女が、劍のある聲で、 

「お前は綺麗だ」さう言つた時、ひどい惱ましさが私を襲うて來た。事實、確かに . 王 

女は、氣持の好い女だつた。 

やがて彼女は、ひどく低く而かも銅を叩くやうな聲で、ラ•フォンテエヌの童話「蟬と 
蟻」を初めから暗誦し初めた。 
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(それは、その姉達に敎へられた、過去の少女時代の樂しい思ひ出にちがひない) 

煙草は、すつかり煙になつて了つた。彼女は立ち上つた。そして、 

「ね、ゴォガン、」と言つた0 r 私は、お前の國のラ•フォンテヱヌは嫌ひだ」 

「どうして！ 吾々は、人の好いラ•フォンテエヌ、さう呼んでゐる」 

「善人かも知れない。でもぁの人の悪い道德は嫌ひだ。 

蟻！(彼女の口元に嫌悪の情が現はれた。) 

蟬！私は蟬が好きだ。それは、綺麗な聲で上手に歌ふ。 

常に歌ふ。 

常にたのしむ……常に」 

そして彼女は、横柄につけ加へた。 

「私達の國は、どんなに美しい國だつたことか、人も土も同じやうにその惠みを享けてゐ 
た。年中私達は歌つてゐた。 , 
私は、ひどくァブサンを飮んだやうな氣がする。もう歸へる、何^か、つまらない事を 
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し さう だから」 

庭の戸口で、一人の靑年が、ヴァィ チユァ に何か尋ねてゐた〇それは、總ての事を知つ 
てゐる風をしてゐるが、而かも何も知らない靑年の I 人で、この役所では、彼等を作家と 
呼んで區別してゐる〇 

ヴァィ チユァ は 、 UTi (犬)を呼び乍ら遠ざかつて行つた。私は、枕に頭を伏せた。私の 
耳には次のやうな言葉が、私語のやうに殘つてゐた。 

1釦 orana Gaunmn 
la oranpprmcesse 

間もなく私は、眠りに落ちて行つた…… 


* 



もぅ 私はパべ H テにゐない。今はマタィア區に住んで ゐる 。一方は海で、一方は そ i り 
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立つた山だ。その恐ろしいやうな谷は、岩に倚り掛つたマンゴォの巨大な密林を遮ぎつて 
ゐる。山と海との間にブウラォ木造りの私の小舍が立ち、その傍に小さな小舍がある。—— 
それは、食堂だ。 

朝、私は、岸邊に近く丸木舟の浮いてゐるのを見た。その中には、 I 人の女が乘つてゐ 
る。岸邊には、殆んど全裸體の男がゐる。そして、その傍に枯れた椰子の樹がある。それ 
は、まるで、きらびやかな尾を垂れて、その爪の中に大きな椰子の房を摑んでゐる巨大な 
鸚鵡のやうに思はれた。男は、重い斧を兩手で持つて、調子ょく敏捷に上げ下げしてゐる。 
その斧は、輝いた空に青色の煌きを殘し、下の枯木の切口からは、一世紀もの間每日每日 
蓄へられて來た熱の炎を、一瞬間に閃めかしてゐた。 

紫色の土の上には、黃金色をした蛇のやうに長い葉が、遙かに遠い東洋の文字で書かれ 
た字のやうに見ぇた。 —— 私は、オセァニャの原語で書かれた次のや、フな文字を讀むやう 
な氣がした。—— Atua , «〗 611 (神)，〇40&,或は、1^|,それらは、印度から四方に 
擴がつて、あらゆる宗敎の中に見出せるものだ…… 


/ 





u 


タタガァタの眼には、國王や大臣達の f びやかな威嚴も、只一片の塵芥に 
すぎない、 

その眼には、純も不純も、た r 六人のナガの踊りにひとしい。 

その眼には、佛の道を求 tr るは、花を求めると同じ1 た…… 

丸木舟の中では、 女が網を揃へてゐた。紺靑の水面は、珊瑚に落ちる綠色の波頭で時々 
崩されてゐた。 

その夕方、私は、煙草を喫し乍ら、海岸の砂地の方へ散歩に出た。 

k 平線の上に、あはた r しく落ちて行く太陽は•右手に見ぇるモレァの島にもう半ば以 
上も隱れてゐた。餘影が、燃ぇるやうな空に、力强くはつきり山を黑く染めてゐた。その 
山の頂は、昔の先端 SiK つた域のやうな形をしてゐた〇 

かう した自然と相對して、自ら封建時代の思はれて來たのは、わけのない事だらうか？ 
向ふにある山の頂は、壯大な兜のやうな形をしてゐ6。それをめぐる海は、恐ろしい群集 
のやうな音を立て ゞ ゐる。然し"その騷音もその頂迄は届いて行くまい。只獨り、偉大な 
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ろ崩壤の中に立つて、この保護者なろ兜は、蒼空近く動かない。 

其處からは、祕そかな眼が、海の底深く投げられて ゐる 。海には、智慧の樹に觸れた罪 
人 や 神を犯した罪人の群が數多く 呑まれてゐるのだ〇そ して この 「兜」も亦一つの紳だが、 
私には、 どぅい ふ類似からかスフ インクスを 想ひ出させた。そして、その口をなして* る 
廣大な裂目から、皮肉や慈愛の微笑が、過去の眠つ てゐる 波の上に投げ かけられてゐるや 
ぅな氣がした。夜は早く落ちた——モレァは眠つた。あたりには靜寂が漲つて、私は、夕 
ヒチの夜の静けさを泌々味つた。 

た V 、私の心臟の鼓動が聞ぇるのみだ。私は、床に寢ながら、差し込んで來る月の光で、 
小舍の前に同じ間隔を置いて植る i られ てゐる竹を見る ことが 出來た。それは、昔の野 笛と 
呼ぶ樂器で、タヒチ人はヴィヴォと呼んでゐる。それは、晝の中は沈默を守つてゐる樂器 
だ。 そして、夜と なれば、月の光に誘はれて、思ひ出の中に、私達に心地ょき旋律を響か 
してくれる。私は、この音樂を聞き乍ら眠りに落ちる〇空と私との間には、蜥蜴の住むパ 
ンダヌスの葉で葺いた輕い高い屋根があるだけだ。私は、深い眠りに落ちながら、上にあ 
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る奎や1な5世界を想 6 描く事が出來た。私は、牢獄©やうな歐羅巴の家からは， 

遙かに遠く來てゐたのだ。このマォリィの小舍は、生命の個性や、空間や無限を少しも遮 
らない。 

こんなにして、私は 此處に只獨り孤獨であつた。そして、この地方の人々とはお互に觀 
察し合つ. U 。 然しまだ、 私 4等との間には、解真なぃ隔袅管れてゐ た。 

二日目から私は、私の蓄へをすつかり無くして了つた。如何すれば好いのたらう？私 
2/、金さへあれば、あらゆ6生活の必需品は求め得らる i ものと信じてゐた。然し、これは 
ひどい間違ひだ！今は、生きる爲には自然に賴つて行かねばならない。自然は豐かで、而 

も芙だ。その木や山や海に蓄へてゐる寳物を、分けてくれるやうに頼んで行けば、自 
然は決して拒まない。然し、高い木に攀ぢ登り、深い山にわけ入ることを知つてゐなけれ 
ばならない。そして、重い荷物を持つて歸らねばならない。魚を取り、水に潜つて珊瑚に 
くつついてゐる貝殼を、海の底から取り離して來なければならない。 

然し、私は文明人だつた。而かもこの場合には、周圍に住んでゐる幸福な野蠻人ょりも 
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遙かに劣つた人間であつた〇其處では 1 自然から生れて來ない金錢は、 自然から生產 され 
る必需品を得るに何 Q 役に4たない。私は蠢を抱へて、私 Q 立場の奪 悲しく思ひ惱 
んでゐた。其の時一人の土人•か、叫び乍ら手眞似で私の 方に話しかけて來た。 非常に表現 

的な態度で"ある言葉があらはされた。私は、それが ょく わかつた0 -近所の人が、 i 

を食事に招いてくれてゐるのだ。然し私は恥かしかつた。私は頭を振つて斷つた 。すると 
暫くして、小—娘が、私 Q 小舍 Q 戶の闕の上へ、靑 々した 新鮮な 木の葉で 包んだ 食物を 
g きに來た。そして、何も言はずにそのま▲歸へつて行つた〇私は空腹だつた 。だから私 
は默つてそれを食つた。また暫くすると，一人の男が、私の小舍の 前を、微笑みながら、 

只一言、ものを問ひかけるやぅな樣子で通り過ぎて行つた。—— pls ^ u ? -それは、「滿 

足だつたか？」さ、フ言つてゐるのだとわかつた0 

この事が、この野蠻人と私との交際の始りだつた。野蠻人！ この言葉が、食人齒を持つ 
た黑人の事を考へると、何時もきまつて浮び上つて來るのだ。 f 
然しながら、私は旣に彼等の實際の好意を理解し初めてゐた。いつか、靜 かに澄んだ眼 



28 


をした小— SI 、 ギロモン®? S 蔭？で、吉つく S し 5 くれてゐた 
事があつた。 S 子は、私の知らない間に、私の方—てゐた§。そして、その眼が私 

の眼に行 If ，その？飛び去？了つた。：：：私達は、 S にそ SS 1 

つた。— 、寒に とつては、裏も習慣も、最も原始的な勞働も、自然的な生活も、何 
一つ知らない未開の人間であつた。馨には、私はやはり一人の野蠻人であつた。そして、 
多分*の野蠻人は、私だつたと思ふ。. 

* 

* 

* 

私は、 仕事を初めた。あらゆるものク I やスヶッチを取つ た。 然し、 新鮮な燃ぇる 
やぅな 色彩が、 私を幻惑し實にした。何日頃からかわからない が、 私は"正午頃力ら二 
時頃までも 求めに求めて ゐ た。見たまふを、何の構想もな しに、 赤—にカンバスの上を 
描いて 一 了くのは、全く 容易な事だつた*小川の流れにあろ輝いた構圖か私を恍惚とさせ 
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た。而かも何故私は、この太陽 Q 金色 S . 輝哀、あら©る歡喜をヵン•ハ kq 上に®か 5 と 

して躊躇したのだらうか？歐羅巴の古き習慣、廢頹し 行く流派の表現の憶病さょ！ . 

また、非常に特長のあるタヒチ人の顔をはつきり摑み 、そのマオ リィ 人の 魅力 ある 微笑 
を摑みたい と 思？、私は、前から、純粹のタヒチ Q 血統を 持つた 近所 g 女の像を描かう 
と考へてゐた〇 

或る日私は、モデルになつて貰ふ女に、私の小舍へ來て、繪畫の寫眞を見る やうに 言つ 
てみた。その女は、オラムピヤを、殊更興味深さうに見凝めて ゐた〇 
「その繪をどう思ふ？」私はその女に訊いてみた0 I (私は、數ケ月前から、もうフラ 
ンス語は使はずに•タヒチの言葉を少しばかり覺ぇてゐたのだ 0) 

女は答へた。 

「この女は大變綺麗だ」 

私は、この答に微笑み、同時に感動した。この女は、「美」の感覺を持つ てゐたの だ， •然 
し美術學校の先生方は、この女に就いて何と言ふだら、 フか？ 女は、 突然、 色々に考へなが 
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ら默つてゐたらしい沈默を破つてつけ加へた。 

「これは、お前のお嫁さんか？」 

「さうだ」 

私は、虛言を吐いた！私が、オラムピヤの「男」であらうとは！ 

私は、この女が、伊太利のプリミチフ(ルネッサンス派直前の美術家)の宗敎畫をひど 
く不思議さ5に見てゐる間に、この謎のやうな微笑をしつかり摑まうと思つて、その像を 
描き初めた。すると彼女は、不機嫌さうに唇を尖らし、まろで怒つたやうな調子で言つ 
た0 

「 Aita •いけない」そして逃げて行つて了つた。 

然し、一時間程す6と、また彼女は、新しく美しい着物を着、耳に花を差してやつて來 
た0 

どんな事を考へたのだらう？どうして、またやつて來たんだらう？それは、嬌態の一つ 
のあらはれなの tf らうか？拒んだ後で、また從つて來ろ快感からなのだらうか？それとも、 
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禁斷の木の實に心を惹かれた爲だらうか？または、マォリィ人のょくやる何の動機もない 
單純な出來心なのだらうか？私は、畫を描かうとする事は、モデルの內生命を深く硏究す 
ることと同じやうなものだと思つてゐた。それは同時に女を絕對的に自分のものにするや 
うに、暗默の中に而かも切實な懇望を持つて、肉體をも獲得する程でなければならないと 
思つてゐた。 

然し、彼女は、歐羅巴の美學の規則を以てすれば、決して可愛い女’たとは言へなかつた。 
だが、美しかつた。その顔の總ての輪靡は、曲線の綜合の裡にラファエル風の調和を示し 
てゐた。その口は、あらゆる言葉や、思想接吻歡喜苦惱、それらを物語る彫刻家に依つて、 
浮彫りにされて ゐるやう だつた。私は、彼女の中に、未知の苦惱と憂繫な悲哀が、歡喜と 
混り合つてゐ るのを 感じた。而かも、表面上は、打ち負かされて ゐる やうに見ぇ6この默 
從は、事實として、霸氣滿々たる氣持を殘して ゐるの だ。 

私は、急いで仕事を續けた。 —— この女の好意が、何時迄續くか疑はしいものだつたか 
ら’た。——私は、急いで而かも情熱を込めて仕事をした。私は、眼に見ぇるあらゆるもの 




3 r 4 


を、その宵像の中に描きこんだ。然し、その眼だけは描く事が出來な かつた。 そこには 1 

抑壓された力の强い炎が燃ぇてゐた . その非常に高尙な額は、膨れ上つた線のある爲に、 

次のやうな H ドガァ•ポォの言葉を思ひ出させた。-「均勢の中に、何か異樣な點があ 

つて、初めて完全な美があり得る」女の耳に附けてゐる花は、その香をあたりに放つてゐ 
た0 

今私は、前ょりももつと自由に働いてゐる。 

然し私は、孤獨の寂しさに堪へられなくなつて來た。私は、眼の綺麗に澄んだ、若い純 
粹のタヒチの女を澤山見かけた〇而かも、彼女達の中には、誰か進んで私と生活を共にし 
ょうと思つてゐるものがゐたかも知れない。殊に彼女達は皆捉へられたがつてゐたのだ。 
マォリィ風に、一言の言葉も掛けずに野蠻的に捉へられたがつてゐたのだ。彼女達は、總 
て皆、あ6程度まで犯されたい慾望を持つてゐたのだ。然し私は、男を持つてゐない女達 
の中にゐて、その女達が、私や他の男達を、ぶしつけに威張つて高慢さうに凝見めて—ゐる 
のを見ると、事實ひどく氣おくれのしたものだつた。 
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殊に彼塞の多くは、病氣を持つてゐろと言はれてゐ6。 — それは、疑ひもなく歐羅 
巴人が文明の第一議、根本的霞として持つて來た惡い8に違ひない。 

老人達が、ぁの I りなさい、—言つて女達の一人を指してくれても、私は、そ 
れを受けろに必要な大膽 f 勇氣を持つてゐなかつた。 

それで私は、チチに*私が彼女を喜んで貰ひ受けると言ふ事を言つたの S た。而力も 
彼女は、バぺエ テでは、 澤山の男を隱してゐ6と言ふので恐ろしく評判の惡レ女でぁつ 

然しこの— Q —は、間！失敗 & s 。 S 、 こ S 18 SI に慣れ 

て 了つてゐる女を、自分の伴侶とすることに飽いて了つた。 私は、 旣に野蠻性を味ひそ 
の中にすつかり入り込んでゐただから 私は、 數週間の 後、 チチと再び—ふことな 
く別れて了つた。 

また更めて孤獨が來る。 
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第二章 

近所の人々は、殆んど私の友達のやぅ 
になつた。私は、彼等と同じものを着、 
同じものを食ふ。そして、仕事をしてゐ 
ない時には、ふと急に氣むつかしくはな 
るが、常に腸氣で歡喜に滿ちてゐる彼等 
と生活を共にした。 

夕方になると、上には椰子の葉の生ひ 
重なつた密林の下に、男も女も子供等も 
皆群をなして集まる。或る者は タヒチ 人 
だ。ある者はトンガ人、ァ P ラィ人、そ 
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れ から マルキィズ人もゐる。彼等の艶のない體は、天驚絨のやうな木の葉と"快い調和を 
なしてゐる。そして、その銅色の胸からは、椰子の幹の荒肌を撫でて消ぇて行く震へた旋 
律が放たれる。第一の歌ひ女は初める。高慢な小鳥のやうに、彼女はすぐに情熱の虜にな 
つて了ふ。その力强い叫び聲は、高くなり低くなり、他の人人 C ) 聲が忠實な衞星のやうに 
合唱してゐる間を、ま6で小鳥のやうに飛び交うて聞ぇる。やがて皆は、只 一 人の野蠻な叫 
び聲に侬つて、その歌を急調子のまま一齊に止めて了ふ。これは、タヒチの歌、】 g ーョ貧念 
(聖歌)である。 

また或る時には、人々は歌つたり話し合つたりする爲に、一種の集會小舍に集つてくる。 
其處では、先づ祈りから初まる。最初、老人が忠實に祈りを稱へる。他の人々は、それに 
續いてそれを繰り返し繰り返し稱へろ！それから皆は歌ひ初める。時には、笑ひ話の出る 
こともある。稀には、眞面目な問題に就いて議論し合ふ。そして、いかにも聰明な事を言 
ひ出す。 

ある夜私は、次のやうな事を聞いて、驚かずにはゐられなかつ た。 

ノ 


39 


r 俺達の村には」と一人 6 老人が言ひ出した。「大分前から、方々に屋根は腐り半ば開レて 
雨降りには水 S 漏れ H くるやうな壤れ S が—。それは何故だらうか X 間は總て家で 
保護されねばならない。材木や樹の葉は十分にある。それで屋根を葺けば好いのた。俺は 
次の事を提議す6。もう住めなくなつてゐ6小舍の代用に、廣大な嚴丈な小舍を建てょう。 
その 爲12暫く1 して働かう—ないか。俺達は順々に俺達 S — し出—では 
ないか」 

座にゐる人々は、一人殘らず拍手した。 

「それは好い」 

そして、その 老人の提議は、满場 I 致で可決された。 

此處に聰明な民衆が ゐる 。その夜私は、小舍に歸へり 乍ら、 さう思つたもの だ。 

然し、その翌日、決議された勞働が初まつてゐるかどうかを見に行く と、 誰ももうそん 
な事は考へてもゐない事がわかつた。私が尋ねる と、皆は、 あの夢みるやうな額の 上に、 
はつきりした 線を描き出す曖昧な微笑を浮べるだけだつた。私は、その 間に、 うまく調和 
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しない考へに满たされ乍ら歸つて来た。 —— 彼等が、老人の提議を喝采したのも本當の事 
なのだ。また、その可決した事を實行 しようとしないの も、 恐らく 本當の事なのだ。彼等 
は、どうして 働かねばならないのだら う？タヒチの 神々は、その忠實な 人達に、 日々の糧 
を與 へて ゐるではないか？然し、明日は どうだら う？多分同じ やうに 與へるで あら 51 そ 
して 太陽は、明日もまた、今日の やうに 喜ばしく朗らかに登るであらう。此處には、不眞 
面目と輕卒さと が漲つてゐるの’ たらう か、それとも——それを誰が 知らう？ ——最も深刻 
な 哲理があるのだらうか？蝥澤を避けよ、救濟に名をかりて趣味に墮することを避けよ！ 
さういつた風な哲理が…… 

每日每日私は、居心地よく暮すや、っになつた。そして、その言葉も、不便を感じないだ 
けに覺ぇて了つた。近所の人達は1三軒はつい近くにあり、その他の多くはすつと遠方 
にゐる——私を、彼等と同じや5に扱つてくれる。私の足は、いつも小石を踏んでゐるた 
めに、すつかり硬くなつて土とも親しみを感じるやうになつて來た。體はいつも裸で、太 
陽の光も、もうそんなに辛くなくなつた。 
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文明は、次第に 私から 消ぇて行つた。私は物事を單純に考へ初めた。近隣の人々に對し 
ても"なるべく嫌惡を感じないやう、——それよりももつとよく愛しかけて行くやうに考 
へ 初めた。私よ、 動物的な、同時に人間的な自由な生活を享んだ。そして、不自然から遠 
ざ かつて、 自然に入り込んで行つた——今日の日が、自由で美しいやうに、明日も亦こん 
なであらうと 思ふ確信をもつ T 0平和は、私に 落ち かかつて來た。私は、順當に啓發され 
て行つた。そして、もう徒らな心配はしなくなつた。 

一人の友達が、彼の方からやつて來た。而かも、全く！この友達は、何の下心も持たず 
にやつて來てくれたのだつた。それは近所の青年で、非常に綺麗な單純な青年だつた。彼 
は、私の彩色した繪畫や、森の中での仕事にひどく好奇心を持つてゐた。彼の問に對する 
私の答は、彼に敎へる所があつた。その日以來彼は、私の畫を描いたり彫刻したりしてゐ 
ろ處を見に來ない日はなかつた。 

そして、夕方の仕事休みの時には、私達は、お互に話し合つた。彼は、好奇心に燃ぇた野 
蠻な靑年らしい態度で、歐琶の事に就い H 、 殊に雲 S 事に就い Hi した。そして、 
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私は、度々その質問に困らされた。然し、彼の答は 1 その質問ょりももつと無邪氣なもの 
だつた C 

或る日私は、彼に道具を渡して、彫刻をやつてみるやうに話してみた。彼は、ひどく驚 
いて私を見てゐた。そして、私が他の人間とは違つた人間で、他の人々の出来ない事をす 
ろ人間なのだ、そんな事を單純に眞面目に言つた。私は、こんな言葉を I こんな 子供の 
やうな言葉を私に敎 へて くれたのは、彼 m テファが 最初’ たと 思つてゐ6 。 藝術家が、何か 
に有用で あらうとする 爲に は、 ョ テフ ァの言ふ通りでなければならないのではないだらう 
か…… 

私は、彫刻の材料に、バラの木が欲しくなつて来た。木目は細く、而かも太いのが入用 
だつた。私は、 ョテファに 相談して見た。 

「山の中へ入つて行かねばならない」と彼は言つた〇 r 私は、ある所に、澤山見事なのがあ 
るのを知つてゐ6。欲しいんだつたら案内しょう。そして、氣に入つたのを切つて、二人 
で持つて歸ればいい」 
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そこで 私達は、 ある朝早く 出掛けて行つた。タヒチに於け 6 印度風の小徑 は、 歐羅 e 
人 ことつ T ひどく步き 難い。 攀ぢ登ることの 出來ない兩倜の山の間には二つの高レ^武 
岩の岩壁が立つてゐ6。そして、 その 裂目には、岩を傳つて湧いて來る蛇のやうな水が流 
れてゐ る。そ ti が、いつかは小川と なり、 急流となり、やがては遙かの海に流れて行くの 
だ0 

この 小川の兩側には、變化の多い眞の瀧と言つて好い瀧が方々にあつた。そして、鬱蒼 
た6樹の間には、徑のやうなものがついてゐた。パンの樹、蘇鐵、パンダヌス、ブウラォ、 
椰子、 巨大な羊齒、名 も わからない植物、そんな樹々が繁つて、島の中央の方へ登つて行 
くにつれて、益々錯雑し、益々蠻地らしくなつて來た。 

私達は、二人共裸で、腰にリンネルを卷きつけ、手には斧を持つて、度々、新しい路を 
探す爲に、小川を渡らねば ならな かつた。私の連れは、その新しい山路を"眼で探し出す 
ょり、鼻で嗅ぎ出して見つけるやうだつた。 あたりには、 草花 や 木の葉 や 花が、一面に满 
ちて、輝かしい混亂を投げてゐた。 
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靜寂はあたりに漲つて、只岩を通ふ水の音のみが、沈默の伴奏のやうに葷調な響きを立 
て V ゐるのだつ た。 

そして、このすばらしい森林の中には、この孤獨な沈默の中には、ただ私達二人がゐる 
だけだつた。——彼は、まだ春秋に富む青年であり、私は、數多の幻影に疲らされて、心 
の弱くなつてゐる殆んど老人と言つても好い人間だ！數多の努力と、道德的にも精神的に 
も疲弊してゐろ社會の惡を、長い間運命的に受け繼がされてすつかり氣力を失つた人間な 
のだ！ 

彼は、男とも女ともつかぬやうな柔らかな體を、まるで動物のやうに身輕に動かし乍ら 
私の前を步いて行つた。 —— 私には、彼が、この周圍にある植物の輝きを呼吸する權化の 
やうに見ぇた。そして、私を醉はす美の香が、彼から發散してゐた。我々の間には、單純 
と複雜の相互の魅力から生じる、あだかも强い精のやうな友情が通ひ合つた。 

この私の前を歩くのは、果して人間なのだらうか？ —— この裸體民族に於ては、我々の 
民族とは異なり、恰度動物界と同じやうに兩性の差違がはつきりしてゐないの’た。我々は、 
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女性を働かせずに、卽彼女等の啓發される機會を與へずに、女性は弱い者だと力說してゐ 
る。そして、理想主義的な虚言家にだまされて、女性を繊細なものだと決めて了つてゐ60 

タヒチに於ては、太陽の光線が、男女兩性へ同じやうに光を投げかけろ。同時に、森林 
や海岸の空氣が、皆の肺臟を强健にし、肩や腰、延いては海濱の砂までも大きくするので 
ある。女達は、男と同じ仕事をやる。男達は、女達に對して呑氣なものだ。——だから、 
女達には、男性的な處があり、男達には、女性的な處がある。この兩性の近似は、彼等の 
關係を安易にする。そして、その生涯の裸體生活を淸純に保つて行くのだ。彼等の風習か 
らは、奇妙な特權、骰子遊び、氣の利いた掻つ浚ひ、こんな事は、考へても出て來ない。 
——かうしたものは、文明國に於ては、變態的な外觀を表はし、恥づべき色彩を帶び、時 
には、戀の祕事ともなるのである。 

この「野蠻人」間の兩性の差違の減少は、その男女違を、戀人同志のやうな親しい友達 
にして了ふ。そして、彼等の間には、罪惡の觀念などはすつかりなくなつて了ふのだ〇而 
かも、どうしてこの年老いた文明人に、この事が今新しい未知の恐ろしい幻惑を喚起せし 
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めろやうな事になつたのだらうか？ —— 私は、この時惱ましい氣持になつたのである。殊 
に私達は、唯二人だ。私は何だか罪を犯しさうな豫感を感じた…… 

然し恰度その時、その徑がつきてゐた。友達は、小川を横切つて曲つた。その動作から、 
私は彼の胸をもう一度はつきり見た。 

すると、もう兩性の幻影は消ぇて了つた。彼はやはり若き男性であつた。その無邪氣な 
眼は、靜かな水のやうにはつきり澄んでゐた。 

私の心は平靜に歸つた。そして、小川の冷たい水の中へ飛び込んだ時には、精神的にも， 
肉體的にも、限りない喜びを感じた。 

「冷たいだ らう」 と彼は言つた。 

「い i や、ちつと も！」 私は答へた。 

この叫び聲は、今私が、私自身の裡に"あらゆる腐敗した文明と戰つて、斷然勝利を占 
めた爭ひの終結を吿げるやうに思はれた。それは、山々の向ふへ、響きょく木精した。自 
然は私を包んでくれたのだ。私をょくわかつてくれたのだ。私を、その一人の子供のやう 
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にもてなして やらう、 さういふ氣持で、大きな聲をあげてくれたの だ 0 
私は、密林の中へ、この慈母のやうに廣大な自然の中へ、溶け込んで行くやうな氣持で 
元氣に這入つて行つた。私の友達は、やつぱり私の傍にあつて、その徑を續けてゐた。そ 
の眼は絕ぇす靜かに澄んでゐる。.そして、何の疑惑も感じてゐないやうだつた。 —— 只私 
だけが、悪い幻想の重荷を脊負つてゐたのだ。 

やがて私達は目的地に着いた。其處には、嶮蛆な山壁が口を擴げて立つてゐた。そして、 
鰱れ合つて幕のやうになつた樹々の後には、祕 められ たやうな一種の高原が擴がつてゐた。 
然し、私の案内人は、それをょく知つてゐた。そして、其處には十本ばかりのバラの木が、 
その廣い枝を擴げてゐた。私達は、その中の I 等好い幹に斧を當てた。私の材料に都合の 
好い枝を取ろ爲には、それを幹から切り倒さねばならなかつた。 

私は、どんな神聖な野®性からか知らないが、自分のうちに满ち滿ちてゐた幸福の熱情 
を以て、その木を擊つた。私の手は、血みどろになつた。然し、私の擊つたのは、木では 
ない。私が打ち倒さうと思つたのは、木そのものではないのだ。私は、斧を地に置いてか 
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らも、尙他の幹の上でそれが唄つてゐ るのを 聞く やぅな 氣がした。そして、その斧が私に、 
響き渡る音律につれて、 こんなことを 言つてゐる やぅな 氣がした。 

すべての森を切りつくせ 

その芽はすでに、いまはしき黄泉の息をお前に投げかけた, 0 
お前の持つてゐる利己の愛を打ち毀せ、 

秋ともなれば人々の、ロオクスの花切るやうに一 


毀れて了へ、この後は、すつかり死んで了へ、文明を浴びた老人ょ！私は蘇つた。或は、 
私の裡に純な力强い人間が生れて來 たと 言ふ方が好いかも知れない。 この 力强い打擊は、 
女明並びに悪への最上の訣別の辭としてふ3はしいものだつた。この私の呼吸してゐる淸 
純な空氣と、廢頹的な魂の中にひそんでゐ6墮落した本能とが、その對照と驚異とから、 
私の今すでに修得した聖 なろ 單純な生命に、不思議な魅力を與へた。 この 內部的經驗は、 
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換 t すれば征服を經驗したことであつた。私はもう他の人間になつて了つたのだ。私はマ 
ォリィ人であり、野蠻人であ60 

ョテフアと私は、淸澄な喜びに滿ちて、バラの木——ノァノァ-の重い奴を擔ぎな 

がら小舍の方へ歸路についた。 

そして、すつかり疲れて、小舍の前まで歸つて来た頃には、まだ太陽は沈んでゐなかつ 
た0 

ョテファは私に言つた。 

「面白かつた？」 

「あゝ」 

そして、私は、心のうちで、ょかつたとも、ょかつたとも、さう繰り返してゐた。 

私は、この木の枝に魂を込めて打ち込んだ。そして、刻む度に、强い勝利と若やいだ香 
を感ぜずにはゐられなかつた。 




ブナルゥの谷から、——それはタヒチの廣大な龜裂だ——タマノオの高原に行く事が出 
來る。其處からは、島の中央なるディアデーム、オロフエナ、アロラィの山々が見える。 

數多の人々が、私に其處の事を話してくれた。私は、唯一人で其處に行き、數日を過し 
て 見ようと 思つた。 

「然し、夜はどうする？」 

「お前は、テユパポオ(惡魔)に襲はれるだらう」 

「それは餘り亂暴すぎる。それとも氣でも狂つたのか、あんな山々の精靈達を掻き亂しに 
行かうな んて！ . J 

このタヒチのよき 友達たち の 心配 さうな 忠告が、却つ て 私の好奇心を唆つた。 

私は、 ある 朝出立した。 
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二時間程行くと、路は、ブナルゥの川に沿うて續いてゐた。然し纏て は、 如何しても、 
この川を度々繰り返して渡らねばならなくなつた。殊に、兩岸からは、次第に山壁が嶮蛆 
に迫つて來た。そして、深い流の眞中まで、その岩の尖端が突出してゐる。どうする事も 
出來ない。.私は、水中を步かねばならなくなつた。その水は、時には膝迄、時には肩迄も 
越して來た。 

ひどく高い兩側の山壁の間から、太陽は、空高くただ一つの點のやうにしか見ぇない0 
紺青に澄み切つた空には、日中でも、星の輝きが見ぇる位だつた。 

五時頃、太陽は沈み初めた。私は、その夜を過ごす揚所を探しだした。そして右側の方 
に、殆んど平坦な、羊齒、野生のバナナ、ブゥラオ、そんな樹々の密生した百米平方程の 
土地を見つけた。また、ょく熟れたバナナのなつてゐるのも見つけた。私は急いで薪を集 
め、バナナを燒いて食事にした。それから、漸くの事で私は、枝の上にバナナの葉を組み 
合はせて雨の用意に備へ、その樹の根下に寢ころんだ。 

寒い夜だつた。水の中を步いて來た爲に、變に悪感がしてならなかつた。そしてちつと 
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もょくは眠れなかつた。私は、野蠻な怪物が現れて、私の足でも®みつきやしないガ•そ 
んな心配から、斧の柄をしつかり握つてゐた。夜は更けて行く。あたりに何も見ぇない闇 
の夜に、私の頭近く、燐光の粉のや5に光るものがあつた。私は變に思つた。そして、マ 
ォリィの人達の話してくれた、「テユバポォ」に就いての話を思ひ出して微笑んだ。この惡 
魔の精は、夜と共に起き出でて、眠れる人々を惱ますと言ふ。その悪魔達は、山の心にゐ 
て、深く淼がその闇の世界を被つてゐる。それ等は、其處に蔓つて、あらゆる死者の精靈 
は、その親內の人々を荒らしに來るのだと言ふ。 —— 悪魔の跋扈するこの現世にゐて、危 
險な生活を送つてゐる生ある者の不幸さょ！而かも、私もその思慮のない人間の一人であ 
つた。——こんな風に、私の夢はとかく亂れがちだつた。 

間もなく私は、この燐光の粉が、さつき私の燃やしたやぅな、濕つた土地の枯枝に生へ 
る特種な菌から出てゐ6事がわかつた。 

翌日の夜明方、私はまた路を續けた。 

行くにつれて、川は次第に變化多くなり、小川、急流、瀧、それらがこんがらがつてゐ 
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た。度々私は路に迷つた。そして、路を續け 6 爲に、枝から枝にぶらさがりながら、殆ん 
ど足の地につかないやうな事が度々あつた。 

水底には、驚く程大きな till 蛄•が、私をぢつと見凝めてゐた . °そして、お前は I 體何をし 
に來たんだ？そんな事を言つてゐるやうに思はれた。また、百年を經たかと思はれるやう 
な鰻が、私の近くを逃げて行つたりした。 

それから、角を曲ると、突然私は、岩壁に I 人の若い裸體の娘の立つてゐるのを見つけ 
た， 0 それは、二の腕で、岩にくつついてゐると言ふょり、岩肌を撫でてゐろやうな樣子だ 
つた。その娘は、高い石の間から湧き出る泉の水を飮んでゐるやうだつた。飮み終ると、 
彼女は、その兩手に水を湛へ、それをその胸に注ぎかけた。それから —— 私は、何の物音 
も立てなかつたのだが I まるで 小心な羚羊が、本 tg 的に他人を見つけ出すやうに、彼女 
は私の隱れてゐた繁みの方に、そのぐるぐる卷にした頭を傾けた。然し、私の眼は、彼女 
の眼にぶつつかりはしなかつた。だが、私が彼女を見るとすぐ、女は、こんなことを叫び 
乍ら水中に飛び込んで了つた。 
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「ひどい 人！ j 

勿論私は、急いで水中を見廻はした。——誰もゐない。ただ、底の小さな礫の間に大き 
な鳗が蜒つてゐるだけだつた。 

困難や疲勞と戰ひながら、漸く私は、「島」の頂、怖れられたる山ァロラィのつい近くに 
着いた。夜で、月が高く登つてゐた' 0 私は、月を見ながら、ある神々しい會話を思ひ出し 
た。その會話は、その背景としてきつ とかう した場所を とる だら うと M つた. 0 
「ヒナ(月の神)がテフアテゥ(地球の神)に言つた。 

『人間の死んだ時には、また甦ら L てやつて下さい』 

地球の神は、月の女神に答へた。 

『いやだ。俺は、決して甦らせてはやらない。 

人間も、植物も、それらを養つてゐるものも皆同じ や、フに 死んで 行く のだ。土 も 死ん 
で、その終りが來るであらう。それは、もう永遠に甦つて來る事はないだらう J 
ヒナは答へた0 



r おすきなやぅになさいまし〇私だけは、また「月」を甦らせてやりませぅ』 

そして、ヒナの所有するものは生き續け、テファテゥの所有す6ものは滅亡 L た。そし 
て、人間も亦、死なねばならなかつた」 
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第三章 

暫く前から私は•何となく元氣がなく 
なつて了つた。その爲に仕事もうまく運 
ばなかつた。下畫が澤山欠けてゐた爲で 
もある。然し、享樂が欠けてゐたのが、 
その主なる原因であつた。 

チチを、パべエテに送り返してから、 
もう數ケ月は經つた〇その間、私は、あ 
の絕ぇず同じや5な事ばかりを尋ねて、 
子供らしく饒舌つてゐた聲を耳にしない 
のだ。私は、いつも同じ話を同じやうに 
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話してやつてゐた。それでもょかつた。だから、今のこの沈默が、私にはいけないのだ。 

私は、この島を廻つて、何時とは日を定めない浪冷の旅に出ょうと決心，した。 

そして、その旅に入用の簡單なカバンを用意し、習作を揃へたりしてゐた。すると、隣 
の家主ァナ1ーィが、心配さうな顔をして見に來た。彼は、私がもう歸つて來ないで行つて 
了ふんぢやないか、そんな事を尋ねた。私は、さうぢやない、只しばらく旅行をしてくる 
だけだ、さうしてまた歸つて來るのだ、そんな風に言つて聞かせた。然し、彼は私を信じ 
なかつた。そして泣き出した。殊に、その細君も彼と一緖になつて、彼女が私を愛してゐ 
る事、彼女達の間に暮すのに金のいらない事などを言ひ立てた。そして、何時かは•此の 
土地で永久に眠る事も出来るやうになるのだと言つて、その小舍の傍に ある 細い木で圍ま 
れた土地を見せたりした…… 

勿論私は"永遠にこの土地の土になりたいと思つてゐた。少なくとも、永遠に私を誰 I 
人私を搔き亂しに來ないであらう土地だから…… 

「あなた方歐羅巴人は」と ァナ ニィの細君はつけ加へた。「いつでも、すつと此處に暮し 




61 


てゐるのだと約束はする。だのに、皆があなた方を愛するやうになると、きまつたやうに、 
此處から去つて了ふ！あなたは、また歸つて來 るとは つきり仰しやるけれど、 もうき 〇 と 
永遠に歸つて來られないのだらうと思ふ」 

「そんなに言ふんだつたら、僕は誓つても好い、僕の計畫では、暫くの間旅行をして來る 
だけなんだから。暫くしたら、暫くしたらね、またき つと 歸つて來 るょ」 (私は虛言は 吐け 
なかつた) 

そして、到頭私は出發した。 

海沿ひの路から外れて、私は、山の奥深く擴がつてゐる密林を横ぎ6 狭い 小徑に 入つて 
行つた。そして、小さな谷間に着いた〇其處には、古代 マオ リィ その ま X の風俗を した 土 
人が住んでゐた。彼等は、幸福で平和だ。彼等は夢み、愛し、眠り、 唄ひ、そして祈る0 
私は、其處には、もうなくなつてゐたが、彼等の女性の神靈 、ヒナの 像を、はつきり見る 
やうな氣がした。そして、月の女神を祀る祭典を見るやうな氣がした。た r 一基 ある 偶像 
は、兩肩の巾十步に餘り、 高さ 四十 步も あつた C その頭には、頭巾のやうな大きな赤& を 
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帶びた石が乘つてゐる。それを取り卷いて、彼等土人達は、往古の祭典マタムァに從つて、 
踊り廻る。そのヴィヴォは、だんだん時の經つにつれて、或は明るく或は輕く、或は憂欝 
にまた暗く、その調子が變つて行く。 

私は、路を續ける。 

島の頂、歐羅巴人の殆んど來た事のないタラヴァォでは、一人の憲兵が、私にその馬を 
貸してくれた。私は、それに乘つて、その坂道を眞直に進んだ。 

イチァ邊に續く小區ファォヌでは、私は、一人の土人に問ひかけられた。 

「へぇ！人間を作る人間なのか。(彼は、私が畫家だといふ事を知つてゐたのだ)おいで、 
一緖にめしを食はぅ」彼は、客あしらひの好いタヒチ人らしい態度で言つた。 

私は、ちつとも遠慮はしなかつた, 0 招いてくれる人の微笑が、私の心を惹いた、そして、 
氣持がょかつた。私は馬を下りた。彼は、何の屈從的な樣+もなく單純にその馬をとつて、 
上手に枝へ繫いだ。それから私達二人は小舎の中に這入つて行つた e 中には、男女や子供 
が、土の上に坐つて、話し合つたり煙草を喫したりしてゐた。 
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「何處へ行くのか？」四十位の綺麗なマオリィ女が M いた。 

「ィチァへ行く」 

「何をしに？」 

どんな事を考へたのかょくわからなかつたが、私は、私の祕そかな、然し、眞の旅行の 
目的を打ち開けて了つた。 

「女を一人見つけたいと思つて來た」 

r ィチアには、可愛い、女が澤山ゐる。一人で好いのか？」 

「さうだ」 

「若し欲しいのなら、一人お前さんにあげょう。それは私の娘だ」 

「若いひとか？」 

「さうだ」 

「その人は、丈夫なひとか？」 

「うん」 
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「ぢや好い、呼んで來てくれ」 

その女は立ち去つた. 0 . 

そして、十五分もすると、彼女は、野生のバナナ、蝦、魚、そんなマォリィの食事を持 
つて、後に脊の高い若い娘を連れて這入つて來た。その娘は、手に小さな包を持つてゐた。 
ひどく透き通るバラ色の寒給紗の下から、肩や腕の金色の肌が見えてゐた〇そして、 二つ 
の乳房がその胸にぶつくり膨れ上つて見えた。この可愛い i 顔は、私の今迄この島で見た 
顔とは、少し違つてゐた。その髮は、並はづれて綺麗で、まるで茨のやぅに生え、輕く縮 
れてゐた。これらの樣子が、太陽の光に輝いて、まるでクロ—ムの偶像のやぅだつた0 
間もなく私は、この娘が、トンガス族の生れだと知つた。 

私は、娘が私の傍に坐つた時、少しものを尋ねてみた。 

「僕が怖くはないか？」 

「いえ」 

「ずつと、僕の小舍にゐても好いか？」 


65 


「ぇ、」 

「ちつとも r 病氣 j に罹つた事はないか？」 

「い兔」 

これだけだ。この無表情な若い娘が、私の前の土の上で、私に出された食事をバナナの 
大きな葉の上に乘せてゐろ間、私の心は波うつ T ゐた。食事はうまかつた。然し、私は、 
すつかり心を奪はれて了つて、變に憶病になつてゐた。この凡そ十三位(然し土人は早熟 
だ)の子供つほい娘は、私の心を魅すると同時に、變に恐怖の念を抱かせた。この心は、 

I 體何を考へたのだらうか？而かも、こんなに早く受け入れられ決定された契約に榇印す 
るのを躊躇したのは、この彼女にとつては餘りに老ひすぎてゐる私なのだ。 —— 私は、恐 
らく母親がこの娘に命令して强要したものだらうと思つた。或は、彼女達の間に取り交は 
される單なる取引きに過ぎないのだらうか……然しいづれにしても、私はこの大きな女の 
子の裡に、この人種獨特の獨立性と尊大な處のあるのをはつきり感じた. 0 

殊に、この娘が、少女達には共通な、高尙なや？しい動作のあらはれて來る淸澄さを、 
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無意識の中に持つてゐる事だけはたしかだつた。然し、最初は善良な而かも感覺的だと思 
はれた口 もとの 嘲るやうな小皺は、、危險か私に迫つてゐて、彼女には何でもないのだ、 
そんな事を吿げてゐ6やうな氣がした . 

私は、その小舍の戶口を33ながら、變な心配、胸を刺すやうな眞の恐怖に襲はれた事は 
事實だつた。 

私は、馬を解いて乘つた。若い娘は、私の後からついて来た。彼女の母親と一人の 男と、 
二人の若い女——それはその娘の叔母だと言ふ I そんな 人々 も |緖だつた。 

私達は、ファォヌから九秆程あるクラヴァォに歸つて來た〇 

其處に入つて行くとすぐ、此處で停れと皆は言つた。私は馬を下りた。そして、私達は、 
大きな綺麗に纏まつたむしろ豐かな小舍の中へ入つて行つた。それは、勿論自然物から來 
た豐かさだつた。乾草の. h には綺麗な筵が敷いてあつた、その上には、まだ若いひどく人 
の好ささうな夫婦が坐つてゐた。私の許婚の女は、その女の傍に坐つて、私を紹介した。 

「これが、お母さん J 
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そのま i 沈默が續いた。それから、新鮮な水を杯に汲んで、私達は順々に飮んだ。これ 
は、この種族の宗敎的儀式らしい。それがすむと、母 tf と言ふ女が、悲しさうに、眼瞼を 
潤ませ乍ら言つた。 

「お前は好い人か？」 

私は、まづ自分の良心をぢつと吟味してから、何のこだはりもなしに答へた。 

「さう’た」 

「あたしの娘を"仕合せにしてくれるのだね」 

「さうだ」 

「これから八日して"もう一度この子は歸つて来なければならない〇其の時、若しもこの 
子が不仕合はせな樣子だつたら、もうお前の處へは歸さないから」 

長い沈默が續いた。それから私達は其處を立つた。そして、また馬に跨り、すつと連れ 
立つて出立した0 

その路で、私達は澤山の人々に會つた。その人達は、私の新しい妻を識つてゐた。彼等 
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は挨拶しながら言つた。 

「まあ、まあ！お前はフランス人のお嫁さんになつたのか？仕合はせでね、好い運が開け 
6や.フにね——」彼等の眼には、何とはなしに懸念の色が浮んでゐた。 

或ろ事が私の氣になつた。——それは、如何してテフラ(私の妻をさう呼ぶ)に二人の母 
親があるのだらうかと言ふ事だ。だから私は、テフラをくれた最初の降親に訊いて見た。 
「どうして、嘘 W を言つたのだ？」 

テフ ラの母親は答へた0 

「あの人も、やはりあれの母親： U 、 あれを育て X くれた養ひ親だ」 

私は路を進め乍らずつと夢のやうな思ひでゐた。馬は少し弱つて來て、危なつかしくな 
つて來た。そして、大きな石に躓いたりす6。 

タラヴァォで私は、馬を憲兵に返した。その細君は、悪意は持つてゐないが、ちつとも 
やさしみのないフランス女であつた。 

「まあ！こんなきたない女を連れていらつしやるの？」 
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そして、その憎惡に滿ちたやうな眼つきで、この若い娘をぢろぢろ見まはした。然しこ 
の娘ょ、かうした 仕打ちに對しても、つんと冷たく高慢 さう に澄まし込んでゐた。この時 
私は、この二人の女の見せてくれる象徵的な揚面をぢつと見凝めてゐた。 これは凋 
落と靑春 S 對照であつた、法律と信仰、不自然と裊の對照であつた。而かもこの前者の 
上には、虛僞と邪念の不純な氣分が喘いでゐ6やうだつた。 

同時にこれは、現代に於け6兩種族の對照でもあつた。私は、自分の民族を辱かしく® 
つた。まるで、どす黑い煙のやうな雲が、綺麗に澄んだ空を穢がしてゐるやうな氣がした。 
私は、私 Q 旣に愛してゐるこ S 活々した金色の輝きをした女の方へ、心を安め慰めるやう 
に眼を向けた。 

家族達とは、タラヴオの支那人の雜貨屋、何でも賣つてゐ6、人間でも動物でも賣つて 
ゐ6家で別れた。 

私達二人は、マタィァにあろ私の小舍迄、乘合馬車に乘つて歸つて行つた。 



私の妻は、餘りお饒舌りはせず、憂露で人を嘲るやうなところがあつた。 

私達は、絕ぇずお互に觀察し合つた。私には、まだどうもよくわからない處があつた。 
然し私は、この爭ひにすつかり敗けて了つた。私は、努めて銳い觀察者になつてゐようと 
決心してゐたが駄目だつた〇私の神經は、もう3の眞面目な決心に耐ぇられなくなつて了 
つた。 そして、暫くす ると 私は、 テフ ラに對して、何もかも打ち解けて了つた。 

私は、苦い經驗や、また私本來の性質によつて I ラテン 系の人間の心、殊に フランス 
人の心と、ォセアニア 人の心との間に あろ 根本的な差異を知つた。マォ リィ 人の心は、す 
ぐに打ち解けて來6やうな事がない。その心を得る爲には、長い辛棒と硏究とが必要だ。 
その心は、最初諸君には隱れてゐる。そして、笑ひや變り易い態度で、諸君を狼狠3せ6。 
: U から、その外觀だけを見て、彼女達の芝居をやつてゐ6事も考へす に、 それが心の底か 
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らの眞實の現れ^など > 思つてゐると、その間に、彼女達は、靜かに落ついて、氣樂さテ 
な 笑ひで、また その子供つほい輕卒さで、諸君を檢査してゐるのだ。 

一間 一間は過ぎた。その間私は、自分にもわからないやうな「子供」になつ T 了つてゐた。 

私はテフラを愛した。そして、その事を彼女に言つても見た。彼女は、微笑んでゐた。- 

彼女は、もうょくそんな事を知つてゐたんだ！またちつとも口には出さなかつたが、彼女 
も私を愛してゐるやうだつた。而かも、時々、夜の光が、テフラの金色の肌の上を縱橫に 
流れてゐるやうな時…… 

A 日目になると1その日私は、初めて同じ小舍に一緖に入つて來たやうな氣がした,° 
テフラは、約束通り、ファォヌの母親に會ひに行きたいと言ひ出した。私は、心®しく， 
名れを許す外なかつた。私は、旅の費用と、父親にラム酒を買つて歸つてやるやうに、そ 
のハンケチに金を入れて結んでやつた。そして、乘合馬車の處まで連れて行つた。 

私には、これが永久の別れのやうに思はれた。-また歸つて來るだらうか？ 

• i ょ、 小舍にゐても寂しくつてやりきれなく、ぢつとしてゐられなかつた。殊に、ぢつ 
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と仕事の事などに思ひをひそめる事は出來なかつた • 
然し、數日すると、彼女はまた歸つて來た。 


そこで非常に幸福な生活が初まつた。明日の日を思ひわづらう事もなく、お互の信賴の 
上に、お互の强い戀の上に。 

私はまた仕事を始めた。幸福が、私の小舍一ぱ いに 溢れて ゐ た。 I それは、太陽と共 
に現はれ、同じやうに 輝いて ゐ た。 テフラの 金色の顔は、小舍の中 や 周圍の景物を•喜び 
と輝きで满たして ゐるやう だつた。而かも私達二人は、共に全く單純だつたのだ！天氣の 
好い朝は、まるで、天國のァダムとィヴのやうに、二人は一緖に近くの川の水を浴びに行 
つた0 


73 


タヒチの天國 、 nave nave fenna (心よき土地) . 

而かもこの天國のィヴは、段々素直に愛らしくなつて來た。私は，彼女から立ちのほる 
ノァノァの香を嗅ぐ！彼女は、私の生活の恰度好い時に這入つて來たの’た。 —— もつと早 
かつたら、私は多分彼女を理解する事が出來なかつたらうと思ふ。また、もつと晚く來た 
のだつたら、それは餘りに晩すぎたに違ひない。今、私は、彼女を愛すると同時に理解す 
る。そして、彼女のお蔭で、今迄びつたりしなかつた神祕な處までも入り込んで行ける。 
然し時々は、私の知識で判斷出來ないやうな事、私の記憶に當て嵌められないやうな事が 
あつた。然し私は、テフラの言ふ事はすべて感情で理解した。殊に彼女の言葉で、他日思 
ひ出すのは、私の感覺と感情に映つた言葉のみであつた。彼女は、日々の生活の間に、そ 
の民族を完全に理解するやうに導いてくれた。それは、外の如何なる方法を以てしても、 
5まく行かないものだと思はれる。私は、時間を超越し、幸不幸を考へなくなつてゐた。 
幸福は、その觀念をなくして了つた時に满ち溢れて來るものだ。そして、線てが美しい時、 
總ては善だ。 
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テフラは、私の仕事や夢想の邪魔は少しもしなかつた。そんな時には、彼女は本能的に 
訧つてゐる。そして、ものを言つても、私の邪魔にならないやうな時をよく知つてゐる。そ 
の時私達は、歐羅巴の事、「神」や神々の事などを、お互に話し合つた。私は彼女を敎育し、 
また彼女は私に色々の事を敎へてくれるのだった0 


或る日、私はパべヱテに行かねばならなかつた. 0 私は、夕方には歸つて來る、さぅ約宙 
して小舍を出た。然し、私の乘つた馬車は、その道の半分位しか行かなかつた。その先は、 
步かねばならなくなつた。そして、小舍に歸つたのは、朝の一時 頃、 たつた。 

恰度その頃、私の小舍には、燈ひ火をつけるものが少なくなつてゐた。私は、それを買ぶ 
爲に出かけてゐたの、た…… 
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戶を開く と、 もう ランプは 消ぇて部屋は眞暗だつた。突然私は、心配に襲はれた。—— 
きつと 小鳥は逃げ去つて了つた、さ 5 思つたのだ。私は急いで燐寸を磨つた。そしてあた 
りを見廻はした . 

テフラは、裸のま i で、ぢ つと 床の上に俯きに倒れて動かない。その眼は恐怖に大きく 
見開かれたま X だ。そして、私をぢつと見凝めてゐ60然し、私がょくわからないやうだ 
つた。私は、暫く變な不氣味な氣持で立つ てゐ た。テフラの恐怖が、私にも傳つて來るや 
5 だつた。 そして、 そのぢつと見凝めた眼から、燐の仄めきが流れ出て來るやうな氣がし 
た。然し私は、テフラのこんなに美しい事を見た事がなかつた。殊に、こんなに痛ましい 
美を見た事がなかつた。私はこんな薄暗がりの中には、不氣味な妖怪や、怪しい幻影が一 
ぱい満ち满ちてゐる事だらうと考へた。だから、子供の恐ろしい發作を引き起すやうな態 
度を取らないやうに注意した。而かも、こんな時には、私だつて何か變なものに見ぇない 
とは限らないではないか？若し彼女が、私の心配さうな顔を見て、悪魔か幽靈か、それと 
も、夜をかけて満ちてゐると言ふこの種族の物語りにあるテユパポオとでも取るかも知れ 



76 


ないではない か？ 私自身さへも、彼女が其處に本當にゐるのかどうだか、はつきりわかつ 
てゐ たらう か？かうした肉體的にも精神的にも迷信のある土地で、彼女を領してゐる烈し 
い恐怖の感情は、彼女をすつかり別な人間のやうに變へてゐた。そして、今迄見たあらゆ 
ろ樣子とは、すつかり違つて見えた。 

間もなく彼女は、我に歸つた。私は、彼女の意識を明瞭にし、私への信賴の氣持を取り 
戾すやうに 努めた。彼女は、不満さうな樣子で私の言ふ事を聞いてゐた。それから歡欷き 
乍ら 顫へ聲で、 

「もう，こんな*暗な中に放つとくのはいや」と言つた0 
然し、心配が消えると、すぐに嫉妬が生れて來た。 

「町で何をしてゐたの？踊つたり飲んだりして、誰にでも、水兵や士官に身をまかす女の 
ゐるあの市場へ行つたのだらう……」 

私は、この爭ひは柳に風と受け流した。その夜は氣持の好い夜だつた。氣持の好い、燃 
えるやうな、熱帶的な夜だつた。 



テフ ラは、時には非常に聰明で、可愛くなつた。然し時には、ひどく馬鹿で輕佻になる 
事があつた。全然異なつた二人の人間が，彼女の中にゐ6や3だつた。そして、それが非 
常な速さで、次ぎ次ぎに變つて行つた。然し、それは、彼女が移り氣な女だつたからでは 
ない。只彼女は、「古き」種族の子として、二重の性格を持つてゐただけだ。 

或る日、永遠のユダャ行商人が I これは、大陸を荒すと同じやぅに、海を越へてまで 
も荒しに來る人間だ I 渡金した寶物の箱を持つてこの地方へやつて來た。彼は、その商 
品を並べ、人々はその周圍に集つた。その中の、 I 對の耳輪が、人々の手から手に渡つて 
行つた。皆の眼は輝き、總ての女は、それを欲しがつた。 

テフラは、眉を顰めて私を見凝めた。彼女もそれを欲しがつてゐ6のだ。その眼が、は 
つきりそれを告げてゐる〇然し、私は知らない顔をしてゐた。 
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すると 彼女は、私を隅の方に引張つて行つて、 

「あれが欲しい」と言つた。 

私は、フランスでは、あんなばかなものはニフランもしないと言ふ事、あれは銅なのだ 
と言ふ事などを言つて聞かせた。 

「あれが欲しい」 

r ためだよ、あんな穢いものに二十フランも拂ふなんて、ばかばかしいぢやないか！いけ 
ない よ！」 

「あれが、欲しいんだ」 

そして、熱心にべらべら饒舌つた。その眼は、涙で一ぱいだ。 

「まあ！ あなたは、 あの 耳輪が、ほかの女の人の耳に着けられても辱かしくないの？もう 
誰だか、女にあれを買つてやるのに、馬を賣ると言つてゐる」 

私は、 もうこの 馬鹿 さ 加減には我慢が出來なかつた。私は、ひどく Rt つた0 

ヲフ ラは、すつかりしよげて、まだ私を見凝めてゐる。そして、もう何も言はずに泣い 
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てゐる〇 

仕方がない、私は其處を離れて、ユダャ人に二十フラン拂つてそれを買つて來た。 —— 
御機嫌はすつかり直つて了つた。 

それから二日目は日曜だつた。 テフ ラは、 すばらしく お化粧をした。シャボンで洗つた 
髪の毛を太陽に乾かし、香の高い香油を摩り込んだ。そして、着物を着、手には我々西洋 
人風のハジカチーフを持ち、耳には花を差した。然し、跣足だ。彼女は、すぐに歌ふ聖詩 
を繰り返しながらお寺へ出て行く。私は、 

「あの耳輪は、どうしたの？」と訊いてみた。 

テフラは、 輕蔑 するやうに 唇を尖がらして、 

七あれは銅だ 、 Aita pis , pirupiru 」 

そして、大聲で笑ひ乍ら小舍の戶口を出、また小むづかしい顔をして寺の方に行つた。 
晝寢の時には、着物を脫ぎ、すつかり裸で、私達はいつものやうに並んで眠た。そして、 
夢を見た。 —— 大方、 テフ ラは、その夢の中で他の耳輪の輝いてゐるのを見ただらう。私 
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は、私の知つてゐる事すベてを忘却し、ずつと眠つてゐたいと思つた. 


マタィアで、盛大な結婚式があつた。それは、海外布敎師が、改宗した タヒチ 人に强制 
する結婚式だつた。 

その式に招待されて、私は テフラと 一緖に行つた。 

その式の重なるものは食事であつた〇習惯として、かぅした儀式には、最も筏澤な料理 
を並べ立てろ事になつてゐた。タロ、魚、野生のバナナ、丸ごと暑い石の上で燒いた豚の 
肉、そんなものが山と積まれた……招待された 人々 の圍んでゐる ティ ブルは、急作りの 屋 
根の下に匿かれてゐた。そして、それは、木の葉と花で綺麗に飾られてゐた。 

其處には、兩方の親戚や友達が、全部列席してゐるのだつた。 




81 


この結婚は、殆んど白人と言つて好い若き娘-これは±1地の小學校の敎員と、ブ 

ナアニア§長の息子でぁろ純粹のマォリィ人と®めぁはされたものたつた。娘はハへ 
エ テの 宗敎學校峯業して、彼女を可愛がつてゐた新教の僧侶が、かなり急にこの結婚を 
强制した S と一5 S つた。雲もない、この S では、 i 師 S す拿は、神 S 
し給ふ事なのだから。 

皆は、よく 飲みよ く 食つた 。そして、 一時間程す ると、 演說が初 まつた。 それは澤山で、 
皆規則や順序を踏んだものだつた。まるで不思議な卽席の雄辯競爭のやぅなものたつん0 

それから、重大な問題が起つて來た。それは、この新しい夫婦に、二家族®中の何れの 
姓を與へるかと言ふ S 。 こ§くから傳は—家的習償は、重大な且羡望に近いやぅな 
特權を持つてゐたのだ。この問題に關する議論から、戰爭の惹き起された事も稀ではなか 
つた。 

然し、この日は、 何事 も 起らなかつた。總 5— 持よ く 運んで行つた。 I 々は 
霊しく喜ばしく —— そして、 皆かなり醉つてゐた。私の可愛い备 も、 近所の人々に3 
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つばられて(私は彼女の番をして ゐなかつた のだ) ひどく 醉つばらつて其處を 出た のだつ 
た。何と言ふ事 だ！ 私は、彼女を小舍に連れて歸へ るのに 隨分苦勞 した もの だ 〇女 は、ひ 
どく S 快さう だが、 またひどくだるさうでもあつた！ 

卓子の中央には、すばらしく威厳を保つたブナァ II アの酋長の細君が坐つてゐた。その 
奇怪な立派なオレンヂ色の着物は、大市場に あらはれろ 女王のやうな大げさな態度を見せ 
てゐた。然し、その種族の先天的な優し味と、その階級的な意識とが、この大げさな金襴 
疑ひのきらび やか さに、何と言つて好い か、ともかくある 偉大 さを 添へ てゐ た。 そして、 
この タヒチ獨特の 祭典に於て、彼女は、 料理から來る 香氣や、島の 花の香に、 尙|曆强い 
香氣を添へてゐるやうに 見ぇた。 これこそ ノァノァ だ！ 

彼女の傍には恐ろしく老衰した百歲に餘る祖母が坐つてゐた。その完全に並ん、た食人齒 
は，！層その老婆を恐ろしく見せてゐた。彼女は、周圍の人々のしてゐる事には、何の興 
味もな ささう だつた。ぢつとして、 まるで 嚴肅な木乃伊の やう だつた。然し、 その 頰 に® 
された、今ではも5形もはつきりしないやうな暗色の文身は、何だかラテン文字の やうで、 
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彼女の代りに私に話しかけるやぅに思はれて ならな かつた。 

私は、前から、此處で多くの文身を見た事がある。然し、何れも皆その文字を判讀 する 
事が出來なかつた。然し、それは確かに欧羅巴語だ。その昔、宣敎師達は、逸樂に®して 
非常な嚴罰を加へた。そして、侮辱のしるしとして、ある女達に、醜行の IB 號、地獄へ落ち 
ろ豫定の記號を彫みつけたのである〇——それは、犯罪ばかりでなく、馬鹿げた事、恥か 
しい事にも、破戒のしるしとして彫みつけられるのだつた。私は、歐羅巴人に對 するマオ 
リィ人の不信用が、オセア-ーア人の寛大な處置に依つて少しは和らげられはしたもの、、 
今も尙嚴存してゐる理由が、はつきりわかつた。牧師の爲に文身をされた祖先の時代と、 
牧師に侬つて結婚させられる娘の現在との間に、幾年の歳月が流れ去つた事だらぅ！而か 
もその烙印は、今尙醜行の二重の證左として我々に殘されてゐる。それに忍從して來た種 
族と、殊に疑ひもなくそれを科して來た種族との…… 

それから五ケ月もすると、若い妻はょく似た男の子を生んだ。兩親はひどく怒つて離婚 
を要求した。然し、青年は、それに同意しなかつた。 
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「僕達が愛し合つてゐる以上、そんな事がなんとあらう？我々は、習慣として、他人の子 
供を養子にするではないか？僕はこの子を養子として貰ひ受ける j 
然しこの話の中に、只一つ疑問が殘る。それは、あのゴオル人の優れた首領として有名 
だつた牧師が、何故あのやうに、結婚の法律上宗敎上の儀式を急いでやつたのだらうか？ 
と言ふ事だ。口の悪い人冷は、色々の事を言ひふらした……5うだ！惡口を叩かない人間 
があるだらうか？御吿の天使さへも、この謎のやうな言葉を知つてゐたではないか…… 
そして、こんな事が、何に ならう！ 









夜になると私達は、寢床で色々の長い、 
また時には眞面目な話をした。私は、こ 
の子供のやうな魂の中に、旣に社會的に 
は死んで了つた遙かに遠い過去の趾を探 
し求めた。私の質問には順々に答へる。 
かうした話は、我々の文明に惑溺し、侵 
略に服從して了つてゐるやうな人々に 
は、すつかり忘れられて了つて*るに違 
ひない。然し、昔の神々は、女達の記憶 
の中に、祕そかにしまはれてゐる。テフ 
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ラは、私に、驚くべき奇異な話をしてくれた。だから私は、新敎の宣敎師達がすつかり a 
うて了つたと信じてゐる幕の下から、やはりこの女達の國民の神々が芽をふき出してゐる 
事のがわかつて來た〇要するに、宣敎師達の仕事は非常に淺薄だ。彼等の敎訓は、まるで漆 
塗りの弱いベッドのやうなものだ。それはすぐ禿げて、少しの損傷にもすぐ毀れて了ふ。 
テフラは、規則正しく寺に行く。そして、疋式の宗敎を表面上はしつかり守つてゐるや、フ 
だ。然し、心の中では、マオリィのオリムブの神々の名を稱へてゐ6のだ。彼女は、その 
神々が如何にしてこの世界を創つたか、その神々が如何に尊敬されるべきものだかと言ふ 
事を知つてゐる。そして、嚴重な基腎敎道德に就いてはさつぱり知らない。それょりもむ 
しろ注意しなかつたと言ふ方が好いかも知れない。だから、男と結婚して、自由な生活を 
送る事に何の後悔も感じてゐなかつた。私は，彼女が、タアオラとキリストとの信仰の間 
に、どんな結合點を作つてゐるのかょくわからなかつた。私には、彼女が、その二つ共に 
信仰してゐろやうに見ぇた。 

ふとした事から彼女は、私に タヒチの 神學 をす つかり話してくれた。私は、歐羅巴風の 
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知識を以て"自然現象を說明してやらうと努めた。 

星の話が I 番彼女の興味をひいた。彼女は、朝の星、夕の星を、フランスではどう呼ぶ 
のだらう、そんな事をたづねた。然し、地球が太陽の周園を囘轉するのだと言ふ事だけは、 
どうしてもわからない やう だつた0 

また彼女は、その國語で星の名を敎へてくれた。それを聞き乍ら、私は、神々しい星の 
輝きの中に、土地と空を司どる雄大にして崇高な主達を見る やうな 氣がした。 

タヒチの土人達は、太古時代から、星に對して非常に廣汎な知識を持つてゐたやうだ0 
また話す折 もあら、 フと思ふが、前から 島々 を治めてゐた祕密結社をなす アレオイ 人の定期 
の祭典は、星の發展に依つて定められてゐた。マオリィ人は、月光の差す本體を知つてゐ 
るやうだつた。彼等は、月は地球と同じやうな圓球だと想像してゐた。そして、地球と似 
た產物を豐富に産出し、同じやうに人間が住んでゐると思つてゐた。そして、次のやうな 
彼等らしい傳說を以て、 月と 地球の距離を見積もつてゐた I 

オラ樹の芽が、白鳥に依つて、月から地球へ運ばれた〇,そして、衞星に到着するのに二 
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ケ月を要し、またニケ月を經て地球へ落ち H 來た。そ S そ S 白鳥 1 は、すつかり磨り 
切れてゐた。この鳥は、マォリイ人の知つてゐろ鳥の中で最も速く飛ぶ鳥なのだ1 

今此處に、星をタヒチ語で書いた人がゐる。それは、昔の領事、モランフウ’た。その蒐 
集にか i る書物を借りて、私は、テフラの敎へてくれた話を完成したいと思ふ。私がその 
書を得たのは、タヒチへの移住者グウピィル氏の好意のお蔭である。 

その書は、單なろ空想のたはむれと言ふよりは、星座學の組織的な規則的草案と見る方 
が正しいとさへ思はれろ書だ。 

——ルウア(その太初は偉大であ6〕は、その妻、暗黑の「土」とねた。そこから「土」 
が生れ、「黄昏」が生れ、 r 喑黑」が生れた。そこでルウアはその妻を去らしめた。 

_ルウア(その太初は偉大である)は、 r 大聯盟」と呼ばれる妻とねた。そこから「星」 

が 生れ、 フアイチィ星、宵の金星が生れた。 

金色の空の唯一人の王は、その妻フアヌウィとねた。そこから、トオルウア星、宵の明 
星、朝の金星が生れた。トオルウア星は、畫夜日月星を統べ、航海者の道しるべとなるも 
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のだ。その星が北に向つて斜に進んで、その妻と眠り、赤星を生んだ。それは夕方二つの 
面の下に®いてゐる…… 

赤 II は、西方に飛んで、空に向つて航行す6輝く日の獨木舟を用意した。そして、日の 
出と共に空に飛び上つて行つた。 

レフ ウァは、廣大な土地に進んだ。 そして、その 妻ウ ウラ •タネイパとねた。そこから、 
プレイ ァード星座に向 ひ 合つて r 雙女宮 の 王達が生れた。 

この雙女宮は、確かに我々の w ふカストォルとポルユックスと同じだ。彼等の由來は面 
白ぃ。 

彼等はボラ•ボラにゐた。然し、その兩親が、彼等二人を別れ別れにすると言ふ話を聞 
いて、その父の家を去つて了つた。そして、共に、リァテァに"それから、ゥーハメに、 
エイモオに、オタイチに行つた。彼等の母は、その出奔を思ひ病つて、すぐに彼等を探し 
初めた。然し母親は、いつもその島々に來るのが晚すぎた。だが、 漸く ォタ イチで、 彼等 
の逃亡の先き廻りをする事が出來た。そして、彼等が山に隱れてゐる事を知つて"その山 
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で見つけた。彼等は、母親の前を、ァロラィの頂の方迄も逃げ延びて行つた。母親は、淚 
にぬれ乍らも其處で捕へ得るものと信じてゐた。然し彼等は、そのま X 空高く飛んで行つ 
た〇そして、今も尙彼等は、星座の間にその形を! K めてゐる。 

赤星は、疑ひもなく我々の言ふ二つの面の下に輝く射手座である。古代人は、柱々さぅ 
した光景の下にこの星を描いてゐる〇 

尙 テフラは、 綿雲の中から現はれる ァトゥ ァヘィと呼ばれる星の話をしてくれた。それ 
は、我々の言ふ明里だ。 

彼女は、この地方に度々ある流凰が、テユパポゥであり、不幸な放逐された天才で、彼 
等は靜かに憂鬱に他の國を求めながら、「大きな谷」を橫切つて行くのだと言つてきかなか 


93 


r 空と地球は誰がつくつたのだ？」 

モランフゥ氏とテフラが、これに 答へ てくれる0 

——地球、空、人間、それ等ょりも以前に、タァォラと呼ばれるものが空間にゐた〇夕 
ァ オラは聲をあげて呼んだ。然し何も答へなかつた。彼は只一つの生物であつた。そこで 
彼は自ら「宇宙」に變化した。 

總ての本源は タアォラ’ た。 これは、 換言すれば、彼は 自分自身をさぅ 呼んだと言つても 
好い。岩石 もタアオラ だ。砂 もタァオラ だ。 

タァォラは、 光明であり萠芽であり根本である。——宇宙は、單 にタァオラの殼に 過ぎ 
ない。彼は、總てを•動かし、宇宙の調和を計るので ある。 

「汝！本源ょ、汝！我等は岩石なり、我等は砂なり、來つて地球を構成すべし」 

そこで彼は、岩石と砂とをその手の中に長い間壓へつけた。然し、そんな事をしてゐて 
も、この二つの物質は決して融合しない。だから彼は、世界の根本を作る爲に，その右手で 
七つの空を投げた。そして、光明が創造された。それから、あらゆろものが起つて來る。 
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宇宙はこれらの奥深く迄輝き渡り、「神」は、無限にみとれて恍惚としてゐる。 

宇宙はこれらの奥深く輝き渡り、「神」は、無限にみとれてゐる。 

無にして停滞せる狀態は過ぎて、生と死が現はれた。 

言葉は、その言葉の作品を作り、使者は、その使命を果した。本源は確定した。砂や岩 
石は、それぞれその適所に落ちついた。空は高く晴れ上り廻轉す60そして海はその深淵 
を滿たす。 

-宇宙成る。 

この創生期の太初に關する說は、種々あつて混亂してゐる。然し、それらは種々敷衍さ 
れたものにすぎないだらぅ。——例へば、 

タァ オラは、「外界」(或は海)の女王と呼ばれる女とねた。そこから雨、黑雲、白雲が 
生れた。 

タァォラは、 「内界」(或は陸)の女王と呼ばれる女とねた。そこから最初の萠芽が生れ 
た。やがて、地球の表面に殖ぇて行く諸々のものが生れ、それから、山々の霧が生ぇた。 
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それから 强 者と 呼ばれるものが生れ、美、卽喜ばす爲の裝飾が生れた0 
地球創造に關して、これと異つた說がある。 

マァフウイ ——これは 少し タアォラ や、星を創造した ルウァとこんがらがつてゐる やう 

だが-マァフウイは、その獨木舟を浮べる。そして彼は、その舟底に坐つてゐる。馬の 

毛の絲の先についた釣針が、船の右側から垂れる。彼は、その絲を手に持ち、偉大なる魚 
(地球)を釣る爲に、その針を宇宙の底深く投げ込む。 

釣針は喰ひ入る。そして、根底(諸々の本源)が見ぇ、神は世界の偉大なる重量を感じ 
る0 

テフ ァト ウ(地球)は釣針に掛つて、尙無限の前に懸り 乍ら夜から 浮び上つて來 る。マ 
ァフ ウイは、空間に浮んで、今はその意志に從つて動かす事の出來る偉大なる魚を釣つ た。 
そして彼がそれをその掌中に持つてゐる, 0 
その他マァフウイは、晝夜の時間が同じく續いて行くやうに太陽の運行を司どる。 

また私は、テフラに、マォリイの「神々」の名を敎へてくれ6やうに言つた。 
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タァ オラは 大氣の女神 ォヒナとねた。そこ力ら 「虹」、 一月 光」 力 生れそれ 力ら 赤雲赤 
雨が生れた。 

タァォラは 地底の女神 ォヒナ とねた。そこから、地球を生かし、地下から發する騷音に 
依つてその存在のわかる天オテファトゥが生れた。 

タァ オラは、「地球以外」 と 呼ばれる女と寢た。 

そこからティリィとラナヌゥァの神々が生れた。 

その外、この母の脇腹から出て來たルゥがある。 

この女は、尙、「怒」と「嵐」と「烈風」とを生んだ。同時に、それらに續く平和をも生 
んだ〇 

そして、 「これらの 靈魂の源泉の在ろ揚所から、使者達が方々に派遣される」 

然し、 テフ ラは、 かぅした 親子關係には•或は異論が出るかも知れない と 言つた。然し" 
此處に最も正統な分類がある。 

神々 は、アトゥァと、ォロマトゥアとに 分たれて ゐ る。 
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然し、これらの話は、非常に長くて難解だ。だから 止さぅ。 

そればかりでなく —— この書物を讀むのに、かぅした參考事項は蛇足でぁ6。 
だから、此處いらで止めて、 テフ ラとの散步の話をする事にしよう。 


此處では何時でも天氣ばかりだから、何日だつたか忘れて了つたが、或る朝私達は、二 
人で三里程あろ友達の小舍を訪ねるために小舍を出た。 

朝の六時に立つて、淸々しい空氣の中を急ぎ、凡そ八時半頃に着いた。これは、突然思 
ひ立つた訪問だつた。だからひどく獠かれた。そして挨拶がすむと人々は、私達の御馳走 
の小豚を探しに出掛けて行つた。そして豚は屠られ、その上鷄が二匹加へられた。またそ 
の朝の取り立ての見事な蛸やタロゃバナナなどで、私達の食事は澤山ありぅまいだらぅと 
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思はれた。 

私は、晝食迄の時間で、マラの洞穴を見物に行かうと言ひ出した。それは、度々通りな 
がらまだ見物しなかつた所だつた。 

少年と三人の娘とテフラと私。 

この連中で、洞穴迄の短い間を元氣に步いて行つた。それはついその近くにあつたのだ。 
この洞穴は殆んど全部梨の樹におほはれて、道端からは、岩の凹凸のやうにしか見ぇな 
い。然し、その枝を除けて、一米程高く行くと、暗い空洞に這入る。其處には何もない。 
眼は、外界を領してゐる太陽の記憶を失つて了ふ。只その底が、百米程離れて、赤い床の 
ある幕なしの小さな舞臺のやうに見ぇるだけだ. 0 

四圍の壁は、ひどく大きな蛇のやうな形をして、それがこの內部の湖の表面へ、水を飮 
みに、ゆつくり滑り落ちて來てゐるやうだ。 

これは、岩の裂目を通つてゐる襞だつた。私は、水泳をやらうと言ひ出した。然し誰も 
賛成しない。皆この水はひどく冷たいから駄目だと言ふ。そして皆は別に固まつて長い間 
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相談しながら、大聲で笑ふ。私はひどく好奇心を起した。そしてやはり水泳を繰り返して 
言つた。たうとう若い娘達は、決心してその輕い着物を脫ぎ、皆腰にパレヱォを卷きつけ 
て水に入つた。 

皆大きな聲で toe toe (冷たい、冷たい)と叫ぶばかりだ。水は跳ね飛び toe toe を木 
精する。 

「僕と一緒に行かないか」私は、奥の方を指しながらテフラに11つた。 

「氣でも違つたの？あの奥は大變遠い . それに鰻がゐ る！ だからあんな方へ行つた人は 

一人もゐない」 

そして 彼女は、輕く波の立つてゐ6岸の上で、いかにも水泳の巧みなのを自信してゐる 
若い娘のやうな樣子で、水を叩いてゐた。 

唯 I 人で行くのは、少し恐かつた。然し私も、水泳術のうまさを信じ、唯一人で泳ぎ初 
めた。どうした奇異な現象が起ろのか、私の進むに連れて、洞穴の奥の方は次第に遠ざか 
つて1 1 つた。然し私はぐんぐん進んで行つた。四方から、蛇が私を皮肉な樣子で見凝めて 
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ゐるや うだつ た。私はふと大きな龜•か浮遊してゐるのを見たやうに思つた。殊に、私に挑 
み掛るやうに頭を水平に浮び上らしてゐるやうな氣がした。然しこれは、すべてくだらな 
い事だ —— 海龜が、こんな淡水の中にゐる箸がないのだから。 

やつぱり私は、氣が狂つたのだらうか。それとも、架空な事でも信じ易いマォリィ人の 
やうになつて了つたのだらうか。私はこの時、かうした疑問をすつかり押へて了ふ事が出 
來なかつた。私はひどく恐ろしくなつて來た。少なくとも恐怖に近い氣持になつて來た0 
而 かも 私の前には波が立つてゐる。それは鰻だ！ 

この恐怖に打ち勝たねばならない。私は、この洞穴の奥を見極め6爲に、勇氣を出して 
眞葳に飛び込んで行つた。然しどうしても着けない。また私は浮び上つた。私は强く勢を 
つける爲に、底を獄らうとしたが、かがとも土にふれる事が出來なかつた。テフラは私の 
方に叫んでゐ6。 

「歸つて」 

私は後を振りかへつた。テフラがひどく遠方に見ぇる。どうした現象からか、こんなに 
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距離の感覺が無限に延び6。テフラは、まるで明6い圆の中の小さな黑點位にしか見ぇな 
かつた。 

喧しく言ふな……そんな事を言ひも終らずに、私はまた泳ぎ出して熱心に半時間程泳い 
だ。そして、遂に初めから一時間程して、漸く目的の揚所に着いた。 

其處には平凡な小さな高地があり、目前には洞穴があいてゐる。其處から何處に通じて 
ゐ6のだらうか？それは神祕だ。私は白狀しなければならない、少し怖くなつて來たので 
ある。 

私は歸つて來た ……テフ ラが一人で待つてゐた。他の冷淡な仲間は、もう歸つて了つて 
其處にはゐなかつた。 

テフラは祈りをあげた。そして二人は歸り道についた。 

氣持の好い大氣の中に出ると、テフラは私を拭いてくれた。私はまた暑くなつて元氣に 
なつた。 

然し私は、テフラの微笑のうちに、一種の嘲笑を感じた。彼女は私に言つた。 
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「怖くはなかつた？ j 
私は圖々しくもこんな事を言つた。 

「我々フランス人は、物に怖がると言ふ事がない」 

然し、別にテフラはそれを感心したやうでもなかつた。そして、近くにある香ばしい花 
を摘んで來てその髮に差してやつても、當り前のやうな顔をしてゐた〇路は爽快だつた。 
海は雄大に輝いてゐた。前にはモレアの山が壯大に®傲に聳え立つてゐ6。生きる事の輝 
かしさよ。.この空腹へ、宿に待つてゐる小膝を食へばどんなにうまいだらう。 


* 



優勢なアトゥァ達は、總てタアォラの子供や孫達だ。——卽、まづォロ、これは父を繼 
いで神々の筆頭に居り、二人の子供がある。その他"テタィ•マチとゥゥルゥ•テフエタ、 
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テトウァ•ウウルウ•ウウルウの父親ラァ等ゴ— 

この神々は、各々その特殊な權力を持つてゐる〇我々は、旣に テファ トウとマァフ ウイ 
との創造したものは知つてゐる…… 

タァネの口は、第七番目の空だ。 I 卽、人間にその「姓名」を與へたこの「神」の口 
は、空の最端にある。其處から、地上を照らす光が出るのだ。 

リ ィィは地球から空を離した。ルウィは大洋の水嵩を增 した c そして、 硬き大陸の土壤 
を破壤して、現在島々をな して ゐる數多の部分に割いた0 
ファヌウラの頭は雲に屆き、その足は海底 深く 屆いた C そこで、他の巨人 ファ トウウィ 
と共に未知の國エィヴァへ、人間を食ひ荒す豚の群を退治する爲に绛りて 來た〇 
盗賊の神ヒロは、ぞの指で岩に洞穴を掘つた。 そして、 不思議な場所に巨人の_して置 
いた處女を救ひ出した。彼は、只 I 方 Q 手で木を 引—して他日 犯罪 i 所の 見ぇない や 
5にした。だから その 妖力は消ぇて了つた0 
下等のァトウァ達は、人間の生命や勞 働と 利害關保を持つ てゐ る。 
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アトウア とは 次の如きものである。 —— 鮫の神、航海者の守護神マホ、谷の女神男神、 
歌ひ手俳優舞踏家の穿護神べホ、それから醫者の守護神ラアウ、呪咀と魔法を妨いで貰ふ 
爲に人々の 寄進す るノ •ァバ、 勞働者達の神々才•タヌウ、大工と 建築 師の守護神タネ•ス 
テ•フウア、屋根師の守護神 ミニァとパ ペア、網作りの守護神マタチ ーー ィ、これらだ。 

ォロマトウアは、 家の神、氏神である。 それらに 二種ある。然し、一般にオロマトウ ア 
と呼ばれ、 守神と呼ばれて ゐ 6。 

オロマトウ ア達は、爭鬪の首魁を罰し、家庭に平和を保たしめる。それらは"次の如き 
ものだ。 —— 各家庭に於ける死んだ男女の靈なるヴァルア•タアタ、幼なくして自然死を 
遂げた子供達の靈なる エリオ リオ、出産の時に死んで、蟋蟀の體になつて行くと信じられ 
る子供の靈ブウァラ、これらだ。 

かぅした守護神は、人間に依つて或程度迄假定 され、 意識的に想像された神格である。 
人間は、別に選擇もせず、少くとも表面的には何の選擇の動機もなしに、その眼に映ずる 
もの卽その對象を、神にして了ふものだ。そして、そのもの卽對象に、その神々しい感情 
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を捧げるのである—例へば、繕だつてマォリイ人にとつては神となるであらう。そして 
彼等は、それに象徵的な感情を献げ、その後は、事ある每にその意見を聽くやうになるで 
あらう。歴史的小唄や物語りの中には、動物の變化した神々の神話が數限りなくある。こ 
れは、マオリイ人が、旣に印度の輪廻の說を知つてゐた爲だらうと思はれる0 

アトゥア達とオロマトゥア達の次には天界の最後の階級に屬すろテイイ達が來る。この 
タアオラとヒナ(月)との子供は數限りなくある。それらは、神よりも劣つた精靈だ。然 
し人間ではない。それらは、マォリイの天地創成論では、生物と無生物との中間にあつて、 
あらゆ6侵略に對し、無生物の權利や力やその特權を保護すると言ふ。 

その起源は次の如きものである。 

タアオラとヒナが寢てテイイが生れた。 

テイイは、その妻ァ-ーイ(慾望)とねた。そこから、夜の「慾望」が生れた。それは、 
暗黑と死の使者だ。それから晝の「慾望」が生れた。それは、光明と生命の使者だ。それ 
から、神々の「慾望」が生れた。それは、天界の利害の使者だ。尙、人間の「慾望」が生 
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れた。それは、人間界の利害の使者だ。 

また、動植物を守る內界のテイイが生れ、生物や海のものを守る外界のテイイが生れ， 
海濱と地震のテイイが生れ、それから、岩石と硬地のテイイが生れた。 

尙その次に、夜の事變、晝の亊變が生れ、來往千满授受享樂が生れた。 

テイイ達の像は、マレヱ(寺)の端に建立されて、聖地の境界線をなしてゐた。然し、歐 
羅巴人の侵略と、一神敎の渡來の爲に、この偉大なる文明の跡は破壤されて了つた。マオ 
リイ人は、今日では、我々との接觸の爲に、その自然な感じを失つて了つてゐる。而かも 
彼等は、動植物と生活を共にしながら、人間の生活に必要な調和 ぁる 才能を豊かに賦與さ 
れてゐる民族だつた。——然し我在では——我々の學校で、新しく野蠻といふ事を學び、 
美そのものさへも殊更藝術の傑作品として學ぶ現在では、彼等は物質的にも精神的にも非 
常に廢頹してゐる . 

月は、マオリイの「架空的考察」の中に、重要な位置を占めてゐる。昔は、月を祀る盛大 
な祭典がぁつた。そして、月は屢々アレオイの傳統的神話の中に引用されてゐる〇然し、 
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世界の調和の中で、人々の月に與へた役目が、果して積極的なものであつたか、それとも 
消極的なものであつたか、それを斷定するのは困難な事 だと 思ふ。 

勿論讀者は、以前私の述べた ヒナとテフアトゥとの 會話を思 ひ出 S れる事と思 ふ0 

此の如き話は、ォセアニアの聖書を蒐集し解釋しょうとしてゐる聖書解釋者には、い X 
材料を提供する事だらうと思ふ。それらの人々は、自然力崇拜の上に立てられた宗敎の要 
素を發見すろだらうと思ふ。 —— それは、あらゆる原始宗敎に共通な性質だ。だから結局 
マオリィの神々は皆種々の原素の人格化である。 —— その要素は、二つの性質をつてゐ 
るやうだ。それに就いて私は、假定の吟味を事としてゐる學者諸氏に、今此處では只指示 
するに止めて g かうと思ふ。 

それは、第一に、生命の獨特にして普遍的なる二つの原質を指示し、やがてはそれらを 
最高の融合に還元せ しめんと する淸澄さである。一は靈 魂と 智惠だ〇卽男性的なる タァォ 
ラ だ。他は、純粹な物質で而かも神自身の肉體の或部分を構成する もので、 女性、 卽ヒナ 
である 。ヒナとは、 單に月の名のみではない、「大氣の ヒナ」、 「海の ヒナ」、 「內界 のヒナ」 
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がある。然しこの名は、單に大氣、水、土、月の原素を表はすのみである。卽太腸、蒼空、 
光明とその世界、これらはタアオラである。然し、この物質と精神間の區別の明嘹な6に 
も拘はらす、マオリイ創成の根本には、物質の結合を認め6事が出來6。卽「偉大にして 
神聖なる宇宙はタアオラの殼に過ぎない」と W ふ事だ。だからこの質朴なる自然崇拜は、 
原始時代に於ては、非常に稀な哲學的豫感にょつて、奇異な事をするものだ。我々はタァ 
オラと、ヒナの諸々の影像との、相次いで起6融合の中に、太陽が影像の原素に及ほす永 
遠にして變化ある力を知る。同時に、この融合の結果出来上つたもの、原素にも、光と熱 
は同じやぅに變化を及ほして行く事を知つてゐる。我々は、多種多樣の象徵の中に、非常 
に異つた範圍に對する同一の思想を見出し勝ちなものだ。卽基本となる原因、豐かなる物 
質、及びその成果、原動力、動かさろ i 物，及び運動そのもの、換言すれば、靈魂と物質 
と 生命、これらのものは、唯一つのものを構成してゐるのであ6。——これがマオ リイの 
宗敎の最も特殊な性質であつて、思索家の注意を促す必要のあるものだと思はれる。 

第二に興味のある點は、マオリイ人が、月の中に、生命を持つた生物の終局せ6を認め、 



m 


而かも、生命そのものはないが、物質を無限に增加して行く運動のしるしを認めてゐる事 
だ。卽何か本質的に女性なるもの——物質 — j があると言ふのだ。これに反して、地球や 
人間の中には、(此處で斷言するのは困難だが)生命の發展に於ける後天的なものを認めて 
ゐる。この後天的なものは、發展の際には a き去りにされて了ふ運命を持つものだ。この 
r 發展」と11ふ字を書きながら、私は發展といふ事を考へて見た。そして、西洋の高遠な 
學理から見れば、このタァォラ崇拜者達の考へ方は、ひどく馬鹿げてゐろと言へるかも知 
れないが、然し私は、「地球は滅亡するであらう、人間は死ぬであらう……然し月のみは亡 
びないであらう……」と言ふ言葉の中から、物質發肢の跡を見出す事が出來ろ。彼等は、 
月の盈虛にも拘はらず、或は寧ろその永遠の運動の原理を表はす連續的な動きの爲に、月 
といふ天體を、永遠なる事象の中心に置いた。月は、再び.明るくな6爲にのみ消ぇて行つ 
た。再び浮び上る爲にのみ沈んで行つた。そして、物質を支配する法則に從へば、それは 
永遠に不滅 P 、 その中の總てのものは變化はあるも滅亡する事はない。’たからヒナは特に 
物質を表象する。而してマオリィの敎義は、前述の如く物質も亦永遠に不滅であると斷定 
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する。太陽も不滅’た。タァォラの精靈も永遠に續いて物質の運動を促すであらう。そして、 
その物質と合して永遠に新しき生命を創造して行くであらう。然し、土や地上の人間並び 
に棲息物は、タアォラとヒナの豐かな融合の結果出来上つたものではあるが、それらは生 
命の宇宙的詩歌の一揷話をなすにすぎないものだ。だから、地球の滅亡と共に再び生れ變 
ろ事なしにそれらは死滅して了ふだらう。然し、「月は決して亡びないであら5」この言葉 
の持つ思想を受け入れ、月は光輝ある靈の光に侬つて、永遠に豐かな物質を象徴してゐる 
といふ事を考へると、永遠に滅亡してゆく地球や人間も、また新しい生物となつて、新し 
い土地に永遠に生れて來ろもの' ff と斷定しても好いと思ふ。そして、かうして生れ出た生 
物が、前の生物よりも優れたものだと想像するのは妥當な事だ0 I これこそ、進化論の 
一形式ではないだら5 か？—— 

一方、粘神的歷史的の見地から見れば、あのヒナとテファトゥとの會話からは、全然異 
つた解釋が生じるかも知れない。「月」卽「女」の意見は、死のみが生命の神祕なろ發展を 
保つて行くものだといふ事を知らない女性的な弱さを持つた S 目的な意見であらう。そし 
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て、 テフ T トゥの答は、民族的豫言であつたらうと思はれ 60 卽、古代の偉大なる一人の 
靈魂は、その民族の生活力を分析し、その血管の中に、復活すろ事の出來な い、 また、適 
當な救濟方法のない死の萠芽を豫見したのだ。そして、「タヒチは亡びるであらう、再び甦 
る事なしに死んで行くだらう」と11つたのだ。 

進化論、物質の融合、かうした高遠な敎養の證赉を、この古代食人種の思想の中に發見 
して 感動しない人があるだらうか？勿論、私は事實に何の粉飾をも加へなかつたつもりだ0 
而かも、 モランフゥの 誠實な記述だけは、非難するわけには行くまいと思ふ。 

テフラは、 かうした深遠な考察を、總て知つてゐたと言ふのではない。彼女は、流星の中 
に女神の靈魂と、流浪せるテユパポゥがゐ々のだと言つてきかなかつた。その祖先と同じ 
やうに、蒼空はタァォラ自身であり、タアォラから生れたァトゥア達は、やはり空の原素 
をなすものだと無意識的に信じてゐた。そして、星に人間的感情を想像してゐた。私は、 
最も實證的な科學が、この詩的空想を如何なる點まで許すか、それは知らない。また、最 
も進步 した科學が、如何なる點までそれを打破して行くかも知らない I ° 
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テフラは、一つの宗派、一つの宗敎的政治的祕密結社の事を、如何にも勿體らしく話し 
た。さうした宗派の勢力は、古代の偉大なる封建制度、卽「ァレォィの結社」の時代には、 
その島の 最も優勢な ものだつた。幾分 子供ら しく混亂した然し恐怖と敬虔の念の熱情に満 
ちた テフ ラの話を通して、私は、古代人が神塱なる人格を附與してゐた、偉大にして恐ろ 
しき 特異な制度を洞察し得るやうな氣がした。私は、莊嚴な る 犯罪に满ちた悲痛な物語を 
想つた。又、解釋し難い神話、ょく守られた祕密の中にそつと隱されてゐる道德を見6や 
うな 氣がした。 

私も以前から、「結社」 の 起源が神祕の幕に包まれてゐる事は知つてゐた。そして、その 
起源に關する物語、各世紀侮に種々の解釋の下される問題を知りたいと思つてゐた。だか 
ら私 は、今こそ、 タヒチに 求めて來た精神的に豐かな、最も重要なもの i 一つを見つけ得 
たわけかも 知れない0 

だから 私は、 テフラが その知つてゐる事をすべて話してくれた時、そのあらゆる方面に 
渉つて種々穿鑿してみた。そして整理した話がこれ'た(モランフゥょり引用)。 I 歴史的 
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眞實と言ふものは、寓話的構想の下には半ばしか現はれてゐないものだ。 

タア オラの子ォロは、その父に次いで神々の最長者となつた。そして、或る日、人間の 
間から、或る I 人の乙女を擇ばうと決心した。彼は、その 女と 共に、俗衆の中に、あらゆ 
6ものに優れ而して特權を有する種族を創立しょうと考へてゐたので、その女は處女であ 
り美人でなければならなかつた。 

そこで彼は、七つの空を橫ぎり、ボラ•ボラ島の高山パイァの上に降りて來た。其の山 
には彼の妹、 テゥゥリイとォァァオァの 二人の女神が住んでゐ6 。 この三人は、人間の形 
に變つて、ォロは若き武士に、その妹達は若き娘になつた。そして、神の接吻を受くるに 
足る造物主を發見する爲に、諸方の島々を訪ねて行かうと決心した。 

オロ は、虹をとつて、その I 端をパイ ァの 頂に掛け、他を地上に掛けた。そんなにして 
神とその妹達は、谷を越へ海を渡つた。 

諸方の島々では、人々.は彼等を歡待した。この一二人の莊麗にして魅力ある旅人は、盛大 
な祭典を催した。其處へは、あらゆる女達が集まつて來た。ォロはその女達をしらべた。 
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然し彼は、愛されはしたが愛する事が出來なかつた。彼の心は悲しみで一ぱいだつた。人 
間界の娘達は、この若き武士の眼差しを、長く捉ぇてゐる事が出來なかつたのだ。こんな 
にして 數日 、彼はすつかり疲れて了つた。そしてまた蒼空に歸へつて行かぅと考へた。そ 
の時彼は、ボラ•ボラ島のヴァイタぺのアヴアイ•アイアと呼ばれる小さな湖水で水を浴 
びてゐろ非常に綺麗な若い娘を見かけた。 

彼女は、脊が すらりと 高かつた。そして、夜は、戀の神祕がその髮の毛に眠る如く、今 
は、太陽の熱が、その肌を金色に輝かしてゐた。 

すつかり魅せられたォロは、その妹達に、あの若い娘の處へ行つて彼の事を話して來て 
くれと賴んだ。その間彼は、パイアの頂で、妹達の交渉の結果を待つてゐた。 

女神達は、若い娘に近づきながら挨拶し、その美貌をほめ稱へた。そして、彼女達はボ 
ラ •ボラ地方の アヴアノォから 來た者 だと 話した。そして、 

「私達の兄•か」と二人は附け加ぇた。「お嫁さんになつて下さるかどぅかを伺つて來いと言 
ひました」 
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ヴァイ ロウマテイは I この 若い娘は、 さう 言つ た I この 見知らぬ人々を注意深く見 

凝めてゐた。そして言つた。 かしら 
「あなた 方 ま、 決してアヴアノォの方ではありません。それでも、そのお兄樣が、頭であ 
り、 若くつて 美しい方でいらつしやるなら、そんな事は何でもありません。どうぞお越し 
下さい。ヴァイ ロウ マテイは、その方の妻になりませう」 

テウウ リイとオァァォアは、その兄にこの承諾された事を知らせたい爲に、急いでまた 

バイァに登つて行つた。 

J てオロは、最初と同じやうに、虹に乘つてヴァイタべに下りて來た〇 
ヴアイ ロウ マテイは、 その人々を迎へる爲に、果實を置いた卓子と、最も美しい筵と、 
非常に豐かな敷物で出來た床を用意してゐた。 

そして、 海邊の、椰子 や パンダヌスの木影で、優しく强き聖なる二人は、お互に愛し合 
つた。神は毎日バイ ァの 頂きに歸り、夜になると、ヴ ァイ ロウマテイの許で眠る爲に降り 
て行つ た0 I それから 後は、如何なる人間と雖も、人間の形をした彼を見る事は出來な 
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かつた C 而かも、常にパイアとヴァィタべの間には、虹がその道をこしらへてゐた c 

荒れ果てた七つの空にあつて、ォロの隱れ場がわからなくなつてから、長い月日はすぎ 
て行つた。そこで、タアオラの二人の子、 オロ テフアとウウルテフアは、また人間の形を 
して、その兄弟を探し出す爲に出發した。彼等は、長い間、諸々の島々を當て度もなく探 
し步いた。そして、ボラ•ボラの lg なるァンゴオの木影にヴァイロウマテイと休む若き神 
を見つけた。 ' 

彼等は、その若き女の麗はしさにすつかり驚いて了つた。そして、何か贈り物を捧げね 
ば近ょれないやぅな氣がした。そこでォロテファは、牝豚に變り、ウウルテファは、赤い 
羽に變つた。そして、牝豚と羽が固定すると、彼等は、彼等自身に變つた。そして、この 
贈物を持つて、二人 G 前に近づいて行つた。ォロとヴァイロウマテイは、この二人の莊麗 
な旅人を喜んで歡待した0 

その夜牝豚は七匹の子豚を生んだ。その第一番目は後日の目的の爲に畜へられ、二番目 
は、神に供へられた。そして、三番目は、客へのもてなしとしてこの旅人に捧げられた。 
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第四番 目は、 「戀愛の爲の多數の犠牲者の小豚」と名づけられた。第五番目と第六番目は、 

種貧增殖の爲に、最初の母となるまで保存された。 

最後に、第七番目の豚は、 マォ リイ風にそのま X 熱い小石の上で燒かれ、人々はそれを 
食つた。 

それからオロの兄弟達は、やがてまた空に歸つて行つた。 

數週間經つと、 ヴァイ ロゥ マテイは" 懷姙した事をォロに吿げた。 

ォロ は、 最初ヴアポアの神の寺院マレエに供へられてゐた第一番目の豚をとつた。其處 
に 彼は、マヒと呼 ぶ一人の人間を見出した。そして、その豚を渡しながら言つた。 

「この小豚を取りて、大切に保護し置くべし」そして神は、莊嚴な口調でつけ加へた！…… 
「こは聖なろ豚なり〇その血もて、我ょり來る人間の腰部に血塗るべし。我は、この世界 
の父なればなり。而して、これら人間はァレオイの民となるべし。我は旣にこの地に it ま 
るを得ざれども、我は、汝をアレオイ人と名づけむ」 

マヒ ょ、 ライァ テアの ftf に會つた〇そして、彼にこの話をし、長の友達でなければ、こ 
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の聖なる委託物をうまく保つて行く事が出來ないので、彼は言つた。 

「私の名をあなたがとり、あなたの名を私がとる事にしょう」 

長はそれに同意した。そして彼等は、一緖に タラマ」 M ーイの名を稱へて祈つた0 

此の間にオロは、またヴァイロゥマテイの傍に歸つて來てゐた。そして、彼女が男の子 
を生む事、その子には r 空の^な6友」と名づくべき事を命じた。然し、彼の時間はもう 
なくなつてゐた。彼は、もう其處を去らねばならなかつた。 

そこで彼は、偉大なる火柱となり、不可思議な光景のうちに、ボラ•ボラの最高峰ビリ 
ルレの上に登つて行つた。其處から彼は、淚にぬれた妻や人民にはもう見ぇなくなつて了 
った。 

Haa Tabout 4 Rai (空の聖なる友)は、偉大なる頭であつた。そして、人間共に數多の善 
行を施した。そして、その死んだ時彼は、ヴァイ ロゥ マテイが女神になつて〇6空の上に 
ゐた。 

このォロと言ふのは、何時の頃かわからないが、この島の結社へ波羅門敎の敎義を傳へ 
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たといふ、迷へ 6 波羅門の僧侶であつたかも知れない〇旣に私は、オセァニアの宗敎の中 
には、印度の輪 M の說の痕跡のある事を言つて S いた。而かも、この鮮明な哲學的敎義に 
依つ て、 マォリィの智者達が覺醒された事は事實であつたやぅに思はれる: 0 理解ある人々 
は、彼等相互に認め合ひ、必然的に俗衆とは孤立して、一定の祭典を擧げる爲に集つた。 
而して彼等は、その種族の他の人間達ょりも高い希望に照されて、その島の宗敎的政治的 
統治を一手に收め、重要な特權を潜有し、ァルキべルの歷史に於て最も光輝あ6時代と3 
れてゐる非常に强力な封建制度を布いた。 

アレオィ人は、文字は知らなかつたが眞の學者だつた。彼等は、終夜注意してその古き 
傳統の言葉を暗誦した。その原本は、文字ではあらはされてゐず 、數 年間の不斷の努力に 
依つて說明されたものだからだ0これらの神々の言葉は、ァレオィ人に中心の確信と、思 
索の習慣を與へ、周圍の者達の頭を垂6 i 超人間的威嚴を與へはした が、 然し、單に註釋 
の外つけ加へる事の出来ないものだつた。私は、歐羅巴の歷史の 中に、 この宗敎的軍隊的 
結 tt ょり 以上に怖ろしく神祕的なものを知らない。而かも、そこから、國家の利益を計る 
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爲に、「神々」の名に侬つて、生死を司る力が發生したのだ。 

ァレオィ人は、人身御供が神々に喜ばれろ事を敎へた。そして、 マレ エ(寺)に於て、長 
男を除く外の子供は金部犧牲に供する事にしてゐた〇これは、その種族を永續 さす 爲に J 
匹の豚を蓄へ、他は全部屠られて了つたといふ物語の七匹の子豚をあらは してゐる〇 

か5した、他の多くの原始民族も從はねばならなかつた野蠻な義務は、深刻な社會的原 
因並びに一般的利益を持つてゐたに違ひない。昔のマオリィ種族の如く、非常に繁殖力の 
强い種族にあつては、人口の無限の增加が非常な危險を齎らした〇勿論島々の生活は安易 
であり、そこに生存する爲には、多くの生產品は必要ではなかつた〇然し、自然的に制限 
され、渡航出來ない廣大な海に圍まれた地域は、無限に增加する人々に依つて、次第に侵 
されて行く事になつた。 

海は、充分な魚類を供給しなくなつたで あらぅ 〇森は、充分な果實を產しなくなつたで 
あらぅ。だから、人肉嗜食は、「多分」人口過剩にょる飢餓のみがその原因であつたと思ふ。 
而かも、私は種々の形式に於ても、マルサスの議論には、人肉嗜食ょり外に好い 解決方法 
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を與へないだらうと言ひたい。地上の或ろ一點に餘りに多く_した人間は、文字通りお 
互に食ひ荒し合ふやうになるのは當然だ。移民でも、移民自身が無數の死の假面の一つで 
ない とすれば、それは、因數の轉換にょつて問題の解诀を延期するのと同じだと思ふ〇 3 
うしたゆつくりした延期をやつて ゐる 事の出來なかつたマオリィ人は、一つの根本的な組 
織を採用したのだ。そして、大人の殺戮を免れる爲に小兒殺戮に忍從したの’た。然し、き 
つと 彼等は、旣に人肉嗜食に恐怖を感じて ゐ たに違ひない。而 かも 確かにこの點に於て、 
アレ ォィ人は、その國民的習償を變へる爲には、異常な力が必要であつた。彼等は、宗敎 
的威厳と、尊ぶべき後繼者であつた古代の傳統の力とに依つて、これを民衆に押し付ける 
外に道がなかつた。 

嬰兒 殺しは、 この種族にとつて永年の淘汰の方法であつた。肉體的精神的の力は、靑年 
時代の子卽長子に與へられた。この怖るべき長子櫂は、同時に生命權でもあつた。 I そ 
れは、また國民の間に力と信念の德を養ふ事になつた。この死の一定不變の狀態と繁出と 
は、決して無益にして有害なものではなかつ た。 戰士達は、その死を怖れなくなり、一般 



m 


國民は、熱帶的隋眠を妨ぎ、不斷の睡魔を荒立つる極度の感情的意力を感じてゐた。而か 
も歴史的事實から見れば、マオリイ種族は、その悲劇的習慣を捨て X 了つた結果、その繁 
殖力の減少を來たした事は明らかだ。——この習憤がその繁殖の原因ではないとしても、 
やはり我々に何かを考へさせる處がある。 

ァレオイの結社では、賣笑は神聖な制度であつた。それを我冷が變へて了つたのだ〇そ 
れは、もぅ神靼なものではない。强制的なものでもない。 —— それは、昔の性質を失つて 
しまつて、單なる賣笑制度になつて了つてゐる i ° 

宗敎的使命は、父から子に傳へられ、子は幼にしてその仕事をする。 

初め「結社」は十二の組に分たれ、十二人の上層のァレォイ人がその偉大な酋長になつ 
てゐた。その下に下曆階級があり、その次にアレオイの徒弟があつた。そして、種々の高 
官達は、腕、兩脇、肩、足、踝に彫んだ特殊な文身に侬つて區別されてゐた。 
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私は 今、 ァレォイ 人がタヒチを 治めてゐた遠い時代の 偉大な 封建制度の話を して來た〇 
次に、私は、國王の卽位式に關する報告をつけ加へて置きたいと思ふ。 

それは遙かに遠い往古の事だ。その昔0 ( Matamua !) 

新しき國王は、莊麗な ® に包まれ、島の高官達に圍まれて宮殿を出る。その前には， 
アレォイの酋長達が、その髮に最も珍らしい羽をさして行く。 

國王は、その供奉員達と共にマレエ(寺)に行く。彼が着くと、門口に待つてゐた僧侶達 
は，喇叭(貝殼)や太鼓を叩いて儀式の始まるのを知らせる。それから、國王と供奉員達 
を寺院の中に招じ入れる。その神像の前には、死せる人間の供物が置いてある。 

國 王と 僧侶達は、一齊に祈禱を唱ベ歌ふ。それがすむと、僧侶は、その人間の供物の兩 
眼をくりぬく。そしてその右の眼は神像の前に捧げ、左の眼は、それを食ふやぅな形に〇 
を開けてゐる國王に捧げる。それから、その眼はまたもとの體にあてはめられる。 

_て神像は、僧侶達の前にある彫刻された擔架に乗せられ、新しき國王は、數人の酋長 
の肩に乘つて、出發の時と同じやぅに、ァレオイ人を從へながらその偶像について海岸の 
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方へ列を組んで行く。多數の國民は、其の後に從ふ。牧師達は、その道につれて、喇叭を 

吹き太鼓を叩き踊り續ける。 

海岸には、この儀式に用ひる爲に綠の枝と花で飾られた聖なる獨木舟が浮んでゐる。 
その中に偶像を運んで了ふと、大僧侶は國王の着物を脫がせ、裸體のま X で海の中へ連れ 
て行く。®^はこれを、海中で_の神が國王を愛撫し洗ひ淸めるのだと信じてゐた。暫く 
して、海の洗禮を受けた國王は、聖 なる 獨木舟に乘る。そして大僧侶は、彼の腰の圍りに 
マロ •ゥ ー ルーを卷きつけ、頭には、タゥマタを卷きつけ6。これは、崇高の意味を表は 
す王冠だ。 

やがて r 國王」は、聖なる獨木舟の前に立つて國民の方へ向く。國民 は、 今迄の長い沈 
默を破つてその喚聲をあげる- Maeva Arii (國王萬歳！) 

この急調子な最初の動搖の騷音がやむと、國王は、マレエから神像を運んで來た sg なる 
擔架に乘せられ、人々は來た時と同じやぅな到を組んでマレエの道を歸へつて行く。牧師 
達は神を奉げ、®長達は、王を捧げてゐる。また、牧師達は、音樂を奏し踊を踊りながら 
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その行到の先頭を切り、國民がこれに續く。今や國民は、歡喜に溢れて、國王萬歲を叫び 
止まない。 

神像はまた莊重に祭壇に安置される。これで、宗敎的祭典は終るのだ。 

次には、國民的祭典が初まろ。これからの事象を描寫するのはむつかしい事だ。然し私 
は、この點に關しても、他の點と同じやぅに、海外布敎師達が、その目的の爲に、この國 
の祖先達を輕卒に誹謗し去つたものだと考へてゐる…… 

さて 莛の上に橫たはつた國王 は、「國 民の最後の敬意」を受ける 。多くの 男女は總て皆裸 
體で、放逸な踊を踊り乍ら、 國 王の 周 圍を廼 る。 そして、彼等の身體のあらゆる部分を、 
國王に觸れょぅとする。それは國王が、最も卑猥な汚れを洗いでくれる からだ。 

これは勿論 汚ら はしき光景である。然し私は、其處に如何なる美も見出し得なかつたと 
言へるだら5 か？國王は、 マレ ヱに於て、 空とタアォラから 聖體を受け、海中では外界の 
ヒナから聖體を受けた， 0 そして、最後にその國民に最後の敬意を受け乍ら聖體を授けるの 
だ。この儀式は"勿論野蠻で亂暴なものである0其の點でこれは嫌悪すべきものだと思ふ。 
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然し私は、この野蠻な中に、ある偉大さを認めた。 —— それは、 I 人の人間に對して、そ 
の愛を捧げる國民全體’た。そして、この人間とは國王だ。明日からは、彼は國主となつて、 
その受け繼いだ天職を、その意志に從つて處理して行くであらう。そして國民は、唯一時 
間の自由を持つてゐるのみだ。その夢中になつた熱狂的な亂舞も、すぐに終つて了ふのだ。 
どうしてこれを嫌悪する事が出來ょう？それは、神の許しを得て、思ひのままに發揮する 
舒蠻性なのだ。 

纏て聖なる喇叭や太鼓が急に鳴りひびく。それは"敬意や祭典の終りを告ぐる合圖の音 
であり、家に歸るべき合圖である。最も熱狂してゐた者達も、その合圖を聞くと一齊に鳴 
りを沈める。そして、國王がその從者をつれて宮殿に歸り初める頃には、あたりに崇高な 
靜けさが漲つてゐる。 
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第五章 

十五日程前から、今まで餘りゐなかつ 
た蠅が、急に多くなつて來てたまらなく 
なつた0 

然し、マオリィ人達は、皆それを喜ん 
でゐた。それは、鰹や鮪が沖の彼方から 
のほつて來るからだ。蠅は、大漁の時期 
を 知らし、 それが タヒチに 於ける唯 I の 
勞働の時期である。 

誰も皆、その糸や釣針の頑丈な出來具 
合を調べた。そして、子供も女も、陸と 
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岩との間の海底に陸に沿うて满ちてゐる珊瑚礁の上に、大きな網を引いた。 それは、 網と 
言ふよりは、椰子の葉の長い垣と言つた方が好い。この網引きは、 鮪の好むある小さな魚 
を取る爲なのだ0 

漸く三週間餘りもか i つて用意が出來上ると、結びつけられた大きな二艘の獨木舟が、 
上に浮べられた。その軸には、大きな竿が附いて、艫に固定して ある 二本の綱で、 勢よ く 
51 き 上げられる やうに なつて ゐる o ( その竿には釣針と1?がついて ゐ て、魚の喻ひついた寺 
には、そのま、水から上げられ、小舟の中に入れられる やうに なつて ゐ る) 

私達は、 環礁 線を越ぇて、遠く沖の方へ漕ぎ出した。私は 今でも、海龜が水面に頭を〇 
き出して、私達をぢつと見凝めて過ぎた事を思ひ出す。 

漁夫達は皆愉快さうで、元氣に漕いで行つた。 

私達は、館の「穴」と呼ばれる非常に深い場所に着いた。其處は全くマラ(註)の 洞窟の 
侉にあつて、夜となれば、魚の群は、鱔さへ近よれないその深い揚所に眠る と言はれてゐ 
る0 


(註)これは柬洋印度に於け ろ 死、ひいて (X 罪と 不思議 t£ 暗合か示 L てゐ ろへ 釋迦傳〇東洋印度の 
あらゆる佛達 (X 、現世の愚なる生存か終つて、中央亞細亞の一人の母から更生 L て來る。そ 
の母は彼等か生んで七日目 UU 死んで了ふ。彼等 U すべて同じ敎義か說き皆マラ卽死に打ち 
勝ち"ひいて U その罪にも打ち勝つ。 

海鳥の群が、鮪を取らぅとして、その「穴」の上を飛びまはつてゐた。そして、一匹で 
も水面に浮び上ると、すかさす海面に舞ひ降りて、その肉の塊を咬へてまた舞ひ上る。 

海にも大氣の中にも、吾々の獨木舟の中にも、すべてみな殺戮の氣が漲つて、それが行 
はれてゐた。 

私は、どぅして穴深く長い糸を垂れて鮪を釣らないのかと訊いてみた。相手は、それは 
出來ないのだと言つた。それは聖なる揚所で、其處には、海の「神」が君臨してゐるのだ。 
私は、そんな物語を聞いた事がある〇その話は、苦もなく思ひ出せ60 
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タヒチの海神の I 人ラナ•ハトゥは、海底深く此處に眠つてゐた, 0 するとあろ流夫が、 
不謹愼にも其處に糸を垂れた。その釣針は、神の髮にからみついた。だから神は眼を醒ま 
した。憤怒に燃ぇた神は，その休息を妨げるやうな不禮を働いた者の何者だらうと海面に 
浮び上つて來た。そして、その罪人が人間だと知ると、その神は、この侮辱の償ひとして 
人類總てを亡ほさうと決心した。 

然し、この罰は、深い意味のあ6らしい寬大さで、この唯一人の罪人’たけが免れる事に 
なつた。 

神は彼に、その家族全部を連れて、トア•マラマへ行けと命じた。それは、或る人に依 
れば島或は山と言ひ、或ろ人々は、獨木舟或は「方舟」(註)だと言ふ。 

(註) モランフゥ U 、 このトア •マラマ U 「月の 武士 U . か意味 ' t ると 言つ て ゐ る。 そ L て、この 語 
原 U 、 少なくとも 民衆の 信す る處1- 依れ h 、 ノアの大 洪水 1- 何かヒナの影響があつたのだと 
言ふ事な考へさす もの だ。 

漁夫とその家族が、その指定された處に着くと、海水は次第に滿ち初めた。そして水は最 


m 


も高い山をも被ふやぅになり、あらゆる生物を亡ほして了つた。然し"ただトア•マラマの上 
に(或は中に)脫れてゐた者達だけは助かつた。そして彼等は、その後その島々に繁殖した。 

さて私達は、その鮪の穴を過ぎて行つた。そして、或る男が、獨木舟の船頭の命令で、 
竿を海中に沈め、釣針を投げ込んだ。 

皆は長い間息を殺して待つてゐた。然し、鮪は少しも喰ひつかなかつた。 

次には、他の漕手の番だつた。そして今度は、見事な鮪が喰ひついてその竿を撓めた。 
四本の逞ましい腕が、後の綱を引いて、その竿をあげた。鮪は海面に¥@はれて來た。然し 
その時、大きな鳝が私達の獲物に飛びついた。そして、恐ろしく銳い齒で度度咬みついた。 
だから取り立ての鮪はた^頭だけになつて了つた。 

今度は、私の番だつた。船頭が私を指名したのだ。私は釣針を投げ込んだ。間もなく、 
今度は巨大な鮪が釣れた。 —— その時私は、横の人人が笑ひながら囁いてゐるのを耳にし 
た。然し別に氣にもと めな かつた。魚は、頭を棒で打たれ、斷末魔の苦しみからピク ビク 
瘗孿しながら、獨木舟の中をのた打ち廻つてゐた。そして細かく輝く鏡の やぅな 體は、數 
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限りない光を投げてゐた。 

二度目も亦私はうまく釣つた。確かに、フランス人に運が向いてゐたのだ。友達は、私 
を好運兒だと言ひながら愉快さうにほめてくれた。私は、すつかり得意になつて、それら 
の讃辭を受けた。然し、こんなに稱識してくれる中に、やはり最初釣り上げた時と同じや 
3な囁きと、ょく意味のわからない笑ひをはつきり感じた0 

漁は夕方迄續いた。そして、餌にする小さな魚のなくなつた頃には、太腸は水平線を£ 
赤に染めてゐた。.十匹の鮪は獨木舟に積まれ、人々は歸りの用意を初めた。 

人々の整理してゐる間に、私は、 I 人の若い子に、私の釣つた二度とも、囁きや低い笑ひ 
聲の起つたのはどうしたわけだらうと訊いてみた。少年は返事をしたがらなかつた。然し 
私は、マオリィ人がちつとも抵抗力を持つてゐず、ぐんぐんつめかけて行けば、すぐに貧 
けて了ふ事を知つてゐたので、尙も問ひつめて行つた。すると相手は、すべてを打ち明け 
て話してくれた。——若し釣針が、魚の下腮に掛つて上ると、夫の留守の間にその妻は不 
義を働いてゐるしるしなのだ。而かも、私の釣つた揚合はさうだつたのだ。これを聞いて、 
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私は別に信じょうともせずに I 笑に附して了つた。 

さて私達は歸途についた。. 

熱帶の夜はあはただしく暮れる。だから陽光のある中に歸らねばならない。逞しい二十 
二本の腕は、海中に權をさし、漕手達は元氣をつける爲に拍子をとつて叫んだ。夜光に輝 
く舟跡が、私達の獨木舟の後に續いた。私は、恐ろしい逃走をやつてゐるやうな氣が した。 
—— まるで、恐ろしい大洋の¢1達が我々を追つかけ、奇異な魚の群のやうに、我々の周圍 
を飛び跳ねてゐるやうだつた。 

二時間の後、私達は、環礁の入口に到着した。海は狂ほしく碎け、水道は、そのあたり 
の淺瀨で危險だ〇獨木舟で、フまく波を切つて進むのはなかなか容易な業ではない。 

然し、土人達はうまいものだ。私は强い興味を以て、勿論少しばかり怖かつたが、その 
あざやかに操られる舵さばきを見つめてゐた。 

私達の前方の陸には、彼方此方に灯が輝いて動いてゐた。-それは、挪子の枯れ葉で 

作つた大きな松明の®だ。これは、すばらしい眺めだつた。-輝く波に近い砂地には、 
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漁師の家族達が、私達の歸りを待つてゐるのだ。或る者はぢつと坐つて動かない。或る者 
は、海岸に沿つて、疳高い聲で叫びながら、飛び跳ねる子供等を連れて往來してゐた。 

獨木舟は，一搖れ大きく搖れて砂の上に上つた。 

そこで皆は、獲物の分配を初めた。 

魚は地上に並べられ、親方は、鮪釣りとその餌の魚取りに加はつた人々へ、男も女も子 
供も同じやうに分けた。それは、三十七に分かたれた。 

私の妻は、すぐに斧を取つて木を割り、火をつけた。その間に私は、少しみなりを直し、 
夜氣の冷たさに重ね着をした。 

私達二人の分け前のうち、 I つは燒き一つはテフラが生のま&しまつて置いた。 

それから彼女は、ほつほつ漁での種々の出來事を聞き’たした。私は喜んでその好奇心を 
滿たしてやつた。彼女は満足さうに無邪氣で、すつかり腸氣になつた。私は、私の心を領 
してゐる祕そかな不安をあらはさずに、彼女をぢつと見凝めてゐた。私の心の底では、諧 
めた事ではないが、不安な氣持が動いて、眼がはつきりさめるばかりだつた。私はテフラ 


137 


に、質問を、あ 6 一つの質問をしたくてならなかつた . そして、こんな事を獨言ちてみ 

たりした——そんな事聞いたつて何に なら3? するとまた、わかるものか？そんな事を心 
の中で答へる。 

床に就く時が來た。私達は、並んで横になつた。私はふと' 

「おとなしく してゐたね」 と 言つた。 

「ぇぇ」 

「それで、今日のお前の好い人は、氣にいつたのかい？」 

「私に好い人なんかない」 

「©言だ。魚がとつくに知らしてくれたぞ」 

テフラは起き上つて、私をぢつと見凝めてゐた。彼女の顔は、初めて、私のまだ見た事 
のない神祕な威厳のある樣子に變つた。あの子供つほい態度から、こんな顔が出て来ょぅ 
とは夢にも思つてゐなかつた。全く新しい雰圍氣が、この小舍の中に生れて來た。私は、 
何か莊嚴な者が、私達の間に立ち上つたやぅな氣がした。私は、我にもあらず、ある「信仰」の 
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起るのを感じた。そして、高い處 からのさとしを 待ち受けてゐる やうな 氣がした0 たと へ 或 
る迷信からにせょ、一人の信心深き女の熱心な態度を前にして、我々 のとる に足りない疑 ひ 
にふりか i る 痛ましき報ひを感じながら、私は、天の さとしの來 6事を疑へなかつ た 0 
テフラは、靜かに戶を閉めに行つた。そして、部屋の眞中に來ると、次の やうな祈りを 
聲高くあげた。 

私をお救ひ下さい！お救ひ下さい 私を！ 

今は夜でございます。神樣の夜でございます. 0 
お X 神様！私の傍近く、 

お X 神樣！私の傍近くお守り下さい。. 

呪咀や惡口からお守り下さい。 

余りに早く死にませんやうに、 

惡や呪ひを犯しませんや5に、 
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祕そかなたくらみからお守り下さい。 

地を侵す爭ひから。 

そして、私達の周圍には平和の溢れますやうに、 

お i 神樣！狂ほしき戰ひからお救ひ下さい。 

恐しき侵略から。 

つねにその髮の逆立ちて、 

私をおびやかすものから0 

そして、私と私の心の常に生あるやうに 

お i 神樣！ 

その夜私は、しみじみ祈りがあげたくなつた。 

彼女の祈りは終つた。彼女は、私の傍に來て、眼に淚を一ぱいためながら言つた。 
r 私を打つて下さい。うんと叩いて下さい」 
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この E 面目な顔と、神祕な體を前にして、私は、十善の偶像の面影を見ろやうな氣がし 
た0 

この自然の妙なる作物の上に、私が手を上げるやうな事があつたら、その腕は永遠に呪 
はれてあ6に違ひない！ 

彼女は すつ かり裸體ではあつたが、まるでォレンヂ色の純粹に黃色い着物を着、ビスゥ 
の金色のマントゥを着てゐるやうに見えた。タヒチのノアノアの薰る金色の麗しき花、私 
は藝術家としてもそれを稱讃せずにはゐられなかつた！…… 

彼女は繰り返へす。 

「私を打つて下さい。うんと叩いて下さい。長く怒つてゐては病氣になるから」 

私は彼女を抱いた。今、私の心は、何の疑ひも持たずに彼女を愛した。そして、佛の言 
葉を®いてゐた。 

「然り、溫和もて强暴に打ち勝たざるベからず、善もて惡を、眞もて僞りを打ち鎭めざる 
ベからず」 
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彼女には、私がすつかり變に見えたに違ひない。この夜を通してテフラは、私には全く 
神聖な者のやうに見えた。 


* 



陽光はまた輝かしく登つた。明け方、人の好いおばさんが、新鮮な椰子の實を持つて來 
てくれた。 

そして、1訪かしさぅにテフラを見てゐた。彼女は知つてゐたんだ。 

そして、ひどく優しい態度で私に言つた。 

「昨日 あなたは、釣り上げたんだつて？何も■つた事はなかつたかね？」 

私は答へた。 

「すぐまた行つてみたいと思つてゐ6」 
















第六章 

私は フランスへ歸らねばならなくなつ 
た。止むを得ない家庭の事情か起つたか 
らだ〇 

さやうなら、 情深き土地よ、心よき土 
地よ、美と自由の國よ！私は、滯在二年 
餘のうちに、二十年も若くなり、来た時 
よりも「野®」に、然し遙に賢くなつて 
歸つて行く。.さうだ、此處の無智なる野 
蠻人は、この年老いた文明人に、色々の 
事を敎へてくれた。生きて行く術を、そ 
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して幸福になる方法を敎へてくれた。 

波止揚を去つて船に乘る時、私は、テフ ラを 最後に見た。 彼女は、幾晚も 幾晚も泣き續 
けてゐた。今は疲れ果てて悲しさうに、ぢつと石の上に坐つてゐる〇その垂れた 足の、 兩 
方の大きな堅い足先は、鹽水に觸れてゐる。さつきあの耳につけてゐた花は、その膝の上 
に萎れて落ちてゐる。 

彼方にも此方にも、彼女と同じやうな人々が、すつかり疲れ果てて、言葉もな く ほんや 
りと、暫 しの 友達だつた人々を運んで行く船のつれない煙を見つめてゐた〇 そして、船橋 
に立つて雙眼鏡を手にすれば、彼等の唇の上には、今も尙マォリィの古い詞のあらはれて 
ゐるやうな氣がした。 

——南と東の輕き微風ょ、お前らは、韃れ合つてたはむれ、私の顔を輕く なでる。あの 
島へ打ちつれて吹け、その島の愛しき樹蔭に私を捨てた人が憇ふてゐ る。その 人に、 泣き 
ぬれた私を見たと吿げてくれ—— 
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セザンヌ 


有島生馬著 


新興藝術 

の母 IX ポ 
ツク•メ— 
カー： 淑 I 

ル❾セザン 
又畫集に 
して 評傳 


ボール•セザンヌは現代藝術のヱ •ホック •メ 
—ヵーでぁる、いな 近代藝術史上の最もい 
ちじるしいエホツク•メ1力^である〇『セ 
ザンヌ以後』といふ言葉がやがていは ゆる 
新興藝術を意味してゐるごとくに彼に 依つ 
て新らしい藝術の時代は其の進出のスター 
卜を切られたのだ。本書はセザンヌ硏究の 
第一人者たる有島 氏 *>心血を濺いで 成りし 
新評傳、附するにセザンヌ作品年代表及び 
住居年代表を以つて讀者に便ならしめた0 
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# ホ 中川一政著 


彼れは二十世紀の大轉期に於て「藝術」に 
一廻轉期を與へた運轉手である〇「セザン 

_ 5 基礎を定めた。そして，コォホは最上の 

灼熱せる頂點じ立つて飜つてゐる旗振りである」と 
ゴルドンはその評の第一にそぅ云つてゐる 
現代新興藝術の第一峰は全くセザンヌにょ 
つて築かれた。そしてその頂點に立つ<ゐ 
1111 る旗振りはまさしく •ゥィンセント••ッン® 
d オホ © ゴォホである。著者中川氏は多年窬室の餘 

- — 琵をぬすんで凡ゆるゴォホの評傳を硏鑽涉 

大螯集に 獵し今やその蕰蓄を傾注されてものされた 
""書*じ注目の焦点となりし快著である。 
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力 


ソ 神原泰著 


立体派運 
動の急兜 
鋒なる。八 
70方•。匕 
力 V の遨 
集にして 
評傳なリ 


二十 tfc 紀の 初め 突如としてパリに現れた怪 
物— ビカンは 忽ちに して 現代の畫壇を占 
領してその指導者となり、『靑時代』から 
『立体派』へ、而して今や『新古典派』へと 
豹變しつ、大衆を率ゐて ゐる〇 實にセザ ン 
ヌ以 後の美術は彼れにょりて代表される0 
本書は日本に於け るビカジ 硏究の第| 人 者 
たる 神原氏が 特に 懇切且つ 丁寧に 評傳 する 
と共に 最 優秀最 代表的の作品七十 餘を集め 
て彼れ の 全面 目を躍如たらしめてゐる〇 
別 刷原色版 I 结•别刷寫餺版六拾四 ig 
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_カンディンスキ—村山知義著 

-カ ンデ インス キ I は美術史 上 -於けるヮグ 

表現派のナーであるばか b でなくまたコペルニクス 
父、構成^ である〇柚象的繪畫の發見者であり、繪蔷 
— — i 和聲學の創始者である〇彼に依つて初めて 
の晒父、ヮ 成形藝術は决定的な飛躍をなし"氷河時代 
シリ丨*力以來の因習は破られた。色は色それ自身の 

- - T 生命を、形は形それ自身の運命をあからさ 

•ィ r ま U 獲得した。彼は眞にハンドルを把つて 
スキ—の時代を廻轉せしめた機關士であ b 又"實に 
slm I 評® I 表現派の父であり、構成派の祖父である。 

- - — 別 刷原色版二 蕕•別 刷寫厲版六拾四一 
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猫 


ゴ 


後期印象 
派の嘵將 
生れ乍ら 
の原始人 
一一丨ガ A 
の靨集に 
して評傳 


ン 山崎省三著 

『お前の文明はお前の疾病だ、俺の野蠻は 
俺の健康の回復だ』とストリンドべルヒに 
叫んだ生れ乍らの原始人ゴーガンは絕海の 
孤島タヒチに於て始めて彼自らのユートビ 
ァを發見した〇そこには文明の塵芥堆積の 
中で見出し得ぬ濃艷なる棕梠の黑髮、眞紅 
に閃めく花の唇、自然の儘なる健康なる肉 
慾を宿した赤裸の女達があつた〇ゴーガン 
の藝術は宛ら原始佛敎の理想境であり、最 
も東洋的であり、原始的平靜の誘惑である C 
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7 チス 


正宗得三那著 


立体派の 
先驅者色 
彩と感覺 
の畫家マ 
チスの代 
表的畫集 
にし評傳 


マチスは直感の窬家である。彼は傳統と知 
識の舊套を脫ぎ棄て、感、覺の世界へ突入 
した◦彼は寫生ょり入りて寫生を脫却し、 
主觀藝術の新風を樹立した◦彼の色彩は華 
やかで快活だ。彼の感覺は新鮮で透明だ。 
彼の筆觸は暗示的で東洋的♦た。彼の窬風は 
單純で裝飾的だ。彼こそは實に現代美術を 
代表する大巨匠である。本邦の書壇に 於て 
無數の®憬者と追隨者を有することは、 ま 
ことに 當然 のことと 云はねばならぬ。 
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ルウツソオ足立源一郞著 


，ゥッソォは生涯を通じて窬を描く事のみ 
を鐘愛した〇單に途方もない卒直さ、自然 
創意と途なる情緖、感動ます單化ばかりでなく其作 
品には稀有なる特性を保有した創意と一つ 
のスチ—ルがある。特に彼自らの天賦が自 
然の心が赤裸々に虛僞の一點をも認め得な 
い純朴があるこの天禀ある藝術家を直に理 
解し讃美せるは専門家意外には僅かな文人 

_」愛好者丈であつた。この天才の書を斯も 

靨集評傳類多に收めしは未だ世界の何處にもない。 
- 別刷原色版二葉•則刷寫眞版六十四缠 
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u {仲田勝之助著 


本卷には世界に誇るべき劇書家 VJ して古今 獨 
步の稱ある東洲齋寫樂が紹介された。一線一 
描悉く正確なリァリズムから來た彼れの犀利 
な技法、その色彩は吾人をして驚嘆措く能は 
ざるものである。浮世繪史上の重鎭ビして、 
獨逸のクダト博士の詳しい研究にょり寫樂が 

一躍レンブラントやべラスクエスにさへ比肩 

すべき世界的一大肯像窬家たる榮譽を負ふに 
至つたその神品 VJ して光輝益々大なるを加ふ 
るを見られよ0 
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雅堂小杉未醒著 

池大雅は書才を超越せる稀世の逸人である0 
其性行や高邁蕭散、繊亳の塵垢も以て其懷を 
溷すにたらず、而して之を濟 くるに 江山の助 
を以てす、故に奇致坌涌雲烟腕を遶る、氣は 
五采の外に起り、而して韵は六法の中に發す 
勉強して致る可らす。その描盡遒氣淸拔、端 
睨すべからざるもの あ bo 我が未醒先生は洋 
書より出でて邦盡を體得せる現代の逸人、書 
聖大雅堂に共鳴するこ S 深く玆に兩家の境地 
相合して此の評傳生る0 
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編十第 
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相良德三著 


自ら民衆の間に生れて、民衆を理解し、民衆 
を體驗しつつ、是を最も敬虔な態度で民衆の 
姿其ものを描出した者は實にミレー でぁる 0 
思ふに彼の哀感、又は感傷その平和的勞働の 
_術、慘苦 VJ 忍從 VJ の農村生活の力強き藝術 
十九世紀の初から中期にかけ、ヨー P ツバを 
支配した世界苦の思想の反映でもぁらぅ。今 
や藝術の民衆化の標語 V 」して絕叫 せらるるの 
時、偉大なる彼の生涯 V 」蕤術は吾人に無限の 
親しみを與 へるものである 0 
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錢八料送•錢拾八阖蠻價定 


、、、ケーフンゼロ 畑正吉著 

イタ ター.\ネ ツナ ンスの 黄金時代に 當 り、わ 
がミヶランゼロは一人崭然ビして、淸香を放 
つ白梅の如く、別趣をもつて、強健に剛毅に、 
男性的藝術の最高峰に立ち、彫刻家どして、 
書家 S して、將又建築家 VJ して男性的透徹さ 
を表現して、空前絕後の一大傑作を遺したの 
は實に九十才の天壽を保ち絕偷の積力を發揮 
した彼の生涯は、げに千古の巨匠ミヶランゼ 
口でぁる Q 本書出でて何人も讃仰し、偉人の 
面目を 理解されるであらぅ。 
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ルウベンス長原孝太郞著 

追隨 模倣と マンネタズムに陷つた中世紀末 
葉の書壇の混沌を破り、時代に大轉機を與へ 
現代美術の源泉を爲したのは實にフレミッシ 
ユの 巨人べエタ ア •パクル®ルクべンス其人で 

ある。本書はアルス美術叢書第十二編 VJ して 
彼の代表作原色版二葉寫眞版六十四葉 V 3 生采 
ある描筆になれる 評傳 VJ を收むるもので、 其 
華麗なる 色彩、 精緻を 極む る 人體描寫、堅實 
なる 古典的手法は 共に 示敎を塑れる事 頗る 多 
大で ある。 
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アルキぺン n 矢部友衞著 

現代の藝術家には必中しも畫家、彫刻家等の 
區別をおく必要はない。彼等は等しく直感表 
現 —— 現實の主感を表現する人達でぁる0彫 
刻 VJ 繪畫 VJ の 分界線を撤廢してし まひ、 唯造 
型 V 」 して表現を行 はん V 」 する運動が新興藝術 
の中心を占むるに至つた。 この 點で最も成功 
せる は、 實にァ，キぺン n でぁつて純粹直感 
からのみの造型 化に、 彼獨特の徹底さを 見る 
事が 出來る 。本書は本邦藝術界 に激甚なる影 
響を與へすにはおかぬ。 

別刷原色版11葉•別刷粽眞版六拾四葉 
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錢八科鏟•錢拾八國®價定 


書叢術美スルァ 


シャヴ7ンヌ齋藤與里著 

V ャグアンヌは十九世紀怫蘭西靈壇最大の巨 
人で、壁靈作家としてルネサンス以後の第一 
人者である◦畫風は古典を基礎とし美術が單 
なる 美そのものの表現のみでなく、眞なるも 
の善なるものを象徵し得ることを示した◦從 
つて作品は優雅で、詩的で、近代人の魂を愛 
撫の手を以て平和安靜の境地に導き入れるも 
のである〇官學派と印象派の間に立つて、新 
理想派の大旆を飜し最後の榮冠を獲た巨匠の 
面目は本#に見らるべきである0 
别刷原色版一一葉 •別 刷簏眞版六十四葉 

















書叢術美スルア 
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編五十第 

北 


0 織田一磨著 


葛飾北齋は浮世繪 *> 俳優の似顔、婦人の嬌姿 
のみに腐心しつつ漸次凋落の兆を示せる其の 
後期に於て廣重 と共に 風景畫の新風を樹立し 
て一敵國を成した一大天才でぁる。彼は古今 
東西各派各流の畫法に通じ、往く ところ 可な 
らざるは なく、 殊に草紙類の揷畫に於ても絕 
偷の妙技を示してゐる。本書は多年北齋に傾 
倒深き我が版畫界の權威織田氏が彼の怪奇を 
極むる生涯を詳述し彼の藝術に對し公正なる 
批判を下したものである。 

別刷原色版二葉•別刷鉍餺販六十四鹅 
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書叢術美スルア 


新興藝術 
の先驅者 
最も主觀 
的なる表 
現の保持 
者多角的 
な其藝術 


レ 


□ 黑田重太郞著 


グレコは新興藝術の父である◦第一に强烈な 
影響を受けたものは實にセザンヌである。立 
體派の創始者ビ方ソも彼の感化を受けたこ i 
甚大で彼の畫室の壁間は悉くグレコの復製を 
以て覆はれてゐた。その他後期印象派から現 
代の諸派に至るまで彼の多角的な藝術は至る 
ところに 其の光芒を現はしてゐる〇古きグレ 
コを知るこ i は最も新しい現代の藝術を理解 
する事で ある0 

別刷原色版 U 葉•別！！寫眞版六十四葉 
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錢二十料送•錢拾八圆參價定 


最も高踏的 
にして、 民 

衆的なる I 

大西洋美術 

史出づ Q 全 

部總7 1 卜 

紙 eg 、 鮮 

麗無比の挿 

盡數百圖を 

加へ古今の 

美術の一大 

展覽鳩たら 

しめた Q 


本書は、世の所謂案内書的のものではない。著者は多年の 
經驗の全てを傾けて、西洋の美術を述ぶるに、原始時代ょ 
り、未來派、構成派に至るまで西洋美術とはどんなものか 
を、ありのままの すがたにおいて眺めるために、 すぐに 役 
に立つ やさしく 面白く、しかし正確な材料を、特に 文化史 
的背景の前で、具體的に活躍させて描いたもので、美術に 
對する精細なる知識と的確なる理解とは、他の美術史と類 
を異にする所以である。 

揷畫の®富、裝幀の善美も亦他の匹儔を見ざるものである。 


原色版六葉 
挿盡三百餘葉 


別刷寫眞 II 十葉 
本文五百餘頁 


西洋美術の知識一氏義良著 






錢二拾.料送•錢拾八圆參價定 


窖術美のスルア 

派現表•派來未•派體立 

著良義氏一 


◊現代新興藝術の精密なる解說と其代表的作品〇 


新しい藝術とは何か、殊に繪書、彫刻に於て見る$の 
傾向たる立體派、未來派、表現派乃至ダダ ィズムは 如何 
なる特色を示して ゐ るか。これ何人も知らん として 而も 
其の不可解なるに苦しんでゐるものであろ。本書は歐洲 
に於て最近の藝術を硏究して歸來せる著者が、これら新 
興藝術の思^ S 背景、並びにセザンヌ、ピカソ以後、力 

ンヂンスキ—、ア—キペンコ、シヤガ1ル、バウルクレ 

I 等代表的作家の思想及び作品を說き、各派の區別を明 
確に示した る もので、附 する に無 I の S 及び彫刻を以 
てし、宛然として新興藝術の展覽瘍 たらしめた〇眞 に藝 
術を愛する人々の必讀の好敎科書で ある。 


◊油霪原色版六葉•泰西名襤寫眞版四十七葉〇 












書 術美のスルア 

旅行人— 

著醒未杉小 

和 大 

北郞一源立足 
$三貞島小 
胃文利巳辰 


美術館に入つて誠實な目錄のないのは何よりも遺憾であ 
る。本書はその良き目錄である〇昆立氏は！！に、辰巳氏 
は社寺に、小島氏は建築に各々その專門に蘊蓄を傾け史 
跡を調查せしものである。一旅行者の伴侶なるのみなら 
ず、古美術觀賞家、史學家の必備の良書である。なほ揷 
入せる寫眞版は、實に珍貴なるものにして、絕對に他に 
散見せざるものである。 
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八 


春陽會の重鎭小杉未醒氏が、繪筆のあ ひま <に、靜觀 
し都市の人事交渉の繁劇をのがれ、三十日家居すれば、 
旅を思ふ心油然と して 起. り、 停車塲の汽笛の聲に、摑み 
立つ如く情を動かし、山野旅行の樂しみを思ひ、そ V 1 ろ 
身を以て書中に行く、 と 序の一節に記され でゐる。端正 
なる麗筆を揮はれ、讀むものをして靜かなる詩中にみち 
びき、窬幅の中にいざなはれ、特に窬を味はん 人々 によ 
き 心の糧となる好き資料書0 
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趣…稱送 • 圓贰讚定 


方き描の蠢油 

畫及著氏鼎本山 


素人晝家 たらん V 」する人々の爲めに！ 

本書は 油 轟を描いて 見ょぅと 思ふ、初學者の爲めに、番 
かれた唯一の名著である。 

先づ油靄の起源ょり說き起し、蟲を始める心得、素描" 
觀霱と摸寫、色、油翥貝、油、用具及ヵンバス、材料使 
用上の注意、古今の手法、靜物、風景、人物、動物、構圏等の 
十四章に分ち多年の自已の經驗を基礎として詳述されし 
ものである。廣く洋畫家な らんと すろ人々の參考書と t 
て薦む。 

油繪原色版四葉•泰西名畫寫眞版廿葉 








書術美のスルア 


方き描の衋彩水 

譜及著氏己克宅三 


◊著者の藏蓄を傾倒せる最善の水彩霪手引〇 


本書は我邦洋蠭界の重鎭、水彩窬家の元勳であろ著者が 
自己の筆になる水彩謹を原色版の揷露として、總說、眼の 
養成、靜物寫生、記憶力の養成、風景寫生、水.彩讅法© 
種類、普通の描法、部分仕上描法、湯潤描法、浸水仕上 
の描法、房楊子にて描く法、チヨ—ク靄淡彩法、人物謹 
法、 裸體讒、日本の風景、野外の寫生、外國にて見た水 
彩麄、寫生盡の說明等總にわたつて詳細に述べたる•、初 
學者にも分る最も平易な一般水彩！®法で、他に得かたき 
名著である。 


◊水彩霤原色版十一葉•寫眞版11十餘圖 ◊ 
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